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■
世
界
遺
産
に
登
録
！

　

萩
市
で
は
、
平
成
18
年
か
ら
登
録
を
目

指
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係

機
関
や
ほ
か
の
構
成
資
産
を
有
す
る
自
治

体
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今

年
５
月
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
イ
コ
モ

ス
の
勧
告
を
受
け
、
第
39
回
世
界
遺
産
委

員
会
に
お
い
て
、
登
録
が
決
定
、
世
界
遺

産
委
員
会
の
最
終
日
で
あ
る
７
月
８
日
に

世
界
遺
産
一
覧
表
に
「
記
載
」
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
世
界
遺
産
の
名
称
は
、
正
式
に

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産 

製
鉄
・
製

鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
と
な
り
ま
し
た
。

■
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
と
は

　

幕
末
か
ら
明
治
末
ま
で
の
日
本
の
急
速

な
産
業
の
近
代
化
を
物
語
る
８
県
11
市
の

全
23
資
産
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
範
囲

は
、
北
は
岩
手
県
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
ま

で
８
つ
の
エ
リ
ア
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
広
域
に
わ
た
る
資
産
を
一
つ
の

テ
ー
マ
の
も
と
に
束
ね
て
世
界
遺
産
に
推

薦
す
る
手
法
を
シ
リ
ア
ル
・
ノ
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
と
言
い
ま
す
。
こ
の
遺
産
群
は
、
日

本
に
お
け
る
初
の
本
格
的
な
シ
リ
ア
ル
・

ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
遺
産
群
に
は
企
業
が
所
有

し
現
在
も
企
業
活
動
に
使
用
し
て
い
る
稼

働
資
産
を
含
ん
で
お
り
、
現
在
稼
動
し
て

い
る
産
業
遺
産
も
含
む
と
い
う
、
こ
れ
ま

た
最
初
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
非
西
洋
の
国
で
初
め
て
、
西

洋
の
産
業
革
命
の
技
術
を
導
入
し
在
来
の

技
術
と
融
合
さ
せ
て
、
短
期
間
の
う
ち
に

産
業
化
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

萩
の
若
者
た
ち
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の

先
人
の
努
力
の
賜
物
で
す
。

地
域
の
全
体
像
と
特
徴
を
表
し
て
お
り
、

日
本
の
産
業
化
が
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

に
到
達
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
長
崎
や

北
九
州
エ
リ
ア
な
ど
と
比
べ
る
と
、
わ
ず

か
半
世
紀
で
い
か
に
日
本
の
社
会
景
観
が

変
化
し
た
の
か
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
萩
エ
リ
ア
に
は
産
業
化
に
関
す

る
地
域
の
政
治
、
行
政
、
経
済
、
技
術
、

人
材
育
成
に
つ
い
て
の
要
素
が
す
べ
て
含

ま
れ
て
お
り
、
萩
の
地
域
社
会
が
直
接
の

主
体
と
し
て
産
業
化
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

ドイツ（ボン）ワールド・カンファレンス・センター・
ボンでの世界遺産委員会（現地時間７月５日）

■
こ
れ
ま
で
の
10
年
の
取
り
組
み

　

市
は
、
平
成
18
年
か
ら
登
録
を
目
指
し

て
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
９
月
に
、文
化
庁
が
「
九
州
・

山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群（
当
時
）」を
、

世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
へ
の
追
加
記
載
が

適
当
と
発
表
。
当
時
の
萩
の
資
産
は
、
萩

反
射
炉
、
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、
松
下

村
塾
の
３
つ
で
し
た
。
同
年
10
月
に
、
市

役
所
に
世
界
遺
産
推
進
課
を
設
置
。

　

平
成
21
年
10
月
に
は
、
市
内
の
関
係
団

体
等
と
と
も
に
、
登
録
を
推
進
す
る
「
世

■
萩
に
は
５
つ
の
資
産

　

萩
エ
リ
ア
は
シ
リ
ア
ル
・
ノ

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
順
に
１

番
目
の
エ
リ
ア
で
、
萩
反
射

炉
、
恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、

大お
お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
、
萩

城
下
町
、
松
下
村
塾
の
５
つ
の

資
産
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

萩
エ
リ
ア
は
、
幕
末
に
西
洋

技
術
を
取
り
入
れ
産
業
化
や
産

業
文
化
形
成
の
舞
台
と
な
っ
た
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■
市
長
コ
ラ
ム
No.121

界
遺
産
登
録
推
進
萩
市
民
会
議
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
同
月
、
世
界
遺
産
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
専
門
家
委
員

会
が
意
見
を
と
り
ま
と
め
た
提
言
書
を
発

表
、
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
、
萩
城
下

町
が
追
加
さ
れ
、
萩
は
５
資
産
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
23
年
２
月
に
は
、「
世
界
遺
産
フ

ォ
ー
ラ
ム
in
萩
」
を
開
催
、
そ
の
後
も
講

演
会
等
を
定
期
的
に
開
催
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
世
界
遺
産
登
録
へ
向
け

て
機
運
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
産
業
化
の
過
程
を
証
明
す
る

一
連
の
資
産
は
世
界
遺
産
と
し
て
価
値
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
26
年
１
月
に

政
府
が
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
書
を
提
出
し
、

そ
の
後
、
イ
コ
モ
ス
に
よ
る
審
査
が
１
年

半
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
夏

　

平
成
16
年
９
月
、
長
州
フ
ァ
イ
ブ
と

高
島
北
海
の
足
跡
を
訪
ね
る
欧
州
へ
の

市
民
号
の
行
程
の
中
で
ユ
ネ
ス
コ
本
部

を
訪
問
。
当
時
の
ユ
ネ
ス
コ
の
事
務
局

長
は
山
口
県
出
身
で
、
直
前
は
駐
仏
大

使
を
務
め
た
松
浦
晃こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
氏
。「
ど
う

す
れ
ば
世
界
遺
産
の
登
録
が
実
現
す
る

の
か
、
心
得
べ
き
こ
と
如い
か
ん何

」
と
意
気

込
ん
で
の
局
長
と
の
面
会
。
局
長
か
ら

は
、
今
後
の
登
録
は
単
体
の
遺
産
よ
り

も
「
シ
リ
ア
ル
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
手
法
の
方
が
受
け
入
れ
や
す
い
の

で
頑
張
っ
て
は
ど
う
か
と
の
助
言
を
い

た
だ
い
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
訪

ね
た
我
々
の
方
で
、
そ
の
意
味
を
正
確

に
理
解
で
き
る
者
が
い
な
か
っ
た
。

　

そ
の
２
年
後
、
文
化
庁
は
世
界
遺
産

の
国
内
候
補
の
選
定
の
仕
方
を
変
更

し
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
の
公
募
方
式

に
改
め
ら
れ
た
。
当
時
、
萩
市
は
「
城

下
町
」と
九
州
か
ら
誘
い
の
あ
っ
た「
近

代
産
業
遺
産
」
の
２
本
立
て
で
応
募
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
提
出
し

た
も
の
の
、
そ
の
年
に
は
選
定
外
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

　

平
成
19
年
２
月
、
雪
が
激
し
く
降
る

中
、
萩
市
民
館
で
、
産
業
遺
産
の
世
界

的
権
威
の
ニ
ー
ル
・
コ
ソ
ン
卿
（
英
国
）

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
折
、
萩
の

反
射
炉
や
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
等
の

対
象
資
産
を
視
察
い
た
だ
き
、「
こ
れ

は
大
丈
夫
だ
。
産
業
遺
産
と
や
っ
て
い

け
る
」
と
心
強
い
評
価
を
受
け
た
。
同

行
し
た
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ス
ミ
ス
氏（
英

国
、
国
際
産
業
遺
産
保
存
委
員
会
事
務

局
長
） 

¦ 

残
念
な
が
ら
氏
は
今
回
の

登
録
の
日
を
待
つ
こ
と
な
く
他
界
、
改

め
て
心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
次

第 

¦ 

か
ら
も
同
様
の
お
墨
付
き
を
い

た
だ
き
、
大
い
に
自
信
を
つ
け
て
い
た

だ
い
た
。
そ
の
後
、
海
外
・
国
内
の
多

く
の
専
門
家
の
支
援
の
下
、
登
録
を
目

指
し
て
の
準
備
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
今
年

の
５
月
に
は
イ
コ
モ
ス
の
勧
告
、
そ
し

て
上
記
の
と
お
り
７
月
の
世
界
遺
産
委

員
会
で
の
登
録
決
定
に
至
る
。
７
月
18

日（
土
）に
は
、
最
大
の
功
労
者
で
あ
る

内
閣
官
房
の
加
藤
康こ
う
こ子

参
与
と
、
松
下

村
塾
の
熱
心
な
研
究
者
の
三
宅
紹つ
ぐ
の
ぶ宣

氏
が
講
演
。
続
い
て
、両
氏
に
加
え
て
、

内
閣
官
房
の
岩
本
健け
ん
ご吾
参
事
官
、
萩
博

物
館
の
道
ど
う
さ
こ迫
真し
ん
ご吾
主
任
学
芸
員
に
加
わ

っ
て
も
ら
い
、
松
下
村
塾
と
産
業
革
命

遺
産
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
展
開
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

小
子
が
担
当
。
乞
う
ご
期
待
。

に
は
、
萩
の
５
資
産
を
含
む
23
の
資
産
す

べ
て
で
イ
コ
モ
ス
調
査
員
に
よ
る
現
地
調

査
も
実
施
さ
れ
、
５
月
４
日
に
は
、
イ
コ

モ
ス
が
、
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
が

世
界
遺
産
へ
登
録
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

と
勧
告
し
て
い
ま
し
た
。

■
萩
の
宝
が
、
世
界
の
宝
へ

　

今
回
、
世
界
遺
産
と
し
て
萩
の
５
資
産

を
含
む
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

が
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
長
年
市
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
が
協
働
し
て
歴
史
的
な
遺
産

を
守
っ
て
き
た
こ
と
の
大
き
な
成
果
と
い

え
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
萩
の
魅
力
が
一

段
と
高
ま
り
、
観
光
振
興
に
も
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
な
ど
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

萩
市
の
宝
が
世
界
の
宝
と
な
り
ま
し

た
。今
回
の
世
界
遺
産
登
録
を
機
に
、市
民

の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関
と
一
緒
に
、後
世

に
こ
の
偉
業
と
資
産
を
し
っ
か
り
と
語
り

継
ぎ
、こ
れ
ら
の
資
産
の
保
存
や
活
用
に

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ

世
界
遺
産
登
録
推
進
課（

２
５
・
３
３
８
０
）

　

世
界
遺
産
登
録
を
記
念
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
４
ペ
ー
ジ
）
や
、
地
元

主
催
の
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
の

記
念
行
事
（
19
ペ
ー
ジ
）
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼登録の翌日には５つの資産にも
祝賀の看板が設置

（大板山たたら製鉄遺跡）
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７
月
５
日
、
第
39
回
世
界
遺
産
委
員
会

で
、
萩
の
５
つ
の
資
産
を
含
む
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産 

製
鉄
・
製
鋼
、造
船
、

石
炭
産
業
」
の
世
界
遺
産
登
録
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
明
治
維
新
に
関
係
の
深
い
萩

の
５
資
産
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
て
、
松
下
村
塾
が
日
本
の
近

代
化
・
工
業
化
に
果
た
し
た
役
割
や
世
界

遺
産
登
録
ま
で
の
道
の
り
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
15

分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト　

歴
史
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
「
松
下
村
塾
」（
リ
ル
・
レ

イ
・
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
の
萩
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ

Ｎ
隊
・
萩
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ
隊
）

▽
第
１
部

○
基
調
講
演
１
（
１
時
50
分
〜
）

■
演
題　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

〜
世
界
遺
産
登
録
ま
で
の
道
の
り
〜
」

■
講
師　

加
藤
康こ
う
こ子

（
内
閣
官
房
参
与
、

一
般
財
団
法
人
産
業
遺
産
国
民
会
議
専
務

理
事
）

○
基
調
講
演
２
（
2
時
20
分
〜
）

■
演
題　
「
松
下
村
塾
が
日
本
の
近
代
化
・

工
業
化
に
果
た
し
た
役
割
」

■
講
師　

三
宅
紹つ
ぐ
の
ぶ
宣
（
広
島
大
学
名
誉
教

授
、
山
口
県
史
編
さ
ん
委
員
会
明
治
維
新

部
会
長
）

▽
第
２
部

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
３
時
〜
）

■
テ
ー
マ　
「
松
下
村
塾
と
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」

■
パ
ネ
リ
ス
ト　

加
藤
康
子
、三
宅
紹
宣
、

岩
本
健け
ん
ご吾
（
内
閣
官
房
産
業
遺
産
の
世
界

遺
産
登
録
推
進
室
内
閣
参
事
官
）、
道ど
う
さ
こ迫

真し
ん
ご吾

（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

野
村
萩
市
長

■
入
場
料　

無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

■
整
理
券
配
布
場
所　

市
役
所
本
庁
総
合

案
内
、
市
民
館
、
各
総
合
事
務
所
、
萩
県

民
局

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
５
６
９
）

　

萩
高
等
学
校
は
今

年
度
、三
角
州
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
新
た

　

来
春
、新
し
い
仲
間
を
お
迎
え
す
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
特
色
の
一
つ
は
、き
め
細
や
か

な
学
習
指
導
で
す
。学
力
を
試
す
一
般
入

試
に
加
え
、推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
も
積
極

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。長
年
蓄

積
し
て
き
た
デ
ー
タ
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
小
論
文
・
面

接
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

課
外
授
業
に
も
多
く
の
生
徒
が
参
加

し
、
学
校
で
一
定
時
間
勉
強
し
て
帰
宅
す

る
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
生
徒

と
教
員
の
関
係
が
密
で
、
そ
の
成
果
が
進

学
実
績
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
部
活
動
加
入
率
が
高
い
こ

と
で
す
。
運
動
部
は
も
と
よ
り
文
化
部
の

数
が
多
く
、
生
徒
は
積
極
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。勉
強
と
の
両
立
が
大
変
で
す
が
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
生
徒
自
身
が

大
き
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

市
報
７
月
１
日
号
か
ら
市
内
の
３
高
校
を
連

続
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、萩
高
等
学

校
が
自
校
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
総
務
課
（
２
５
・
３
１
４
１
）

▶
萩
高
で
の
山
口
大
学
サ
テ
ラ
イ

ト
講
座（
平
成
27
年
６
月
15
日
）

に
採
用
し
ま
し
た
。こ
の
マ
ー
ク
に
は
、地

域
と
の
連
携
の
下
、生
徒
の
学
力
向
上
と

進
路
実
現
を
め
ざ
す
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。今
回
は
、そ
の
よ
う
な
想
い
を
生

徒
・
教
員
が
語
り
ま
す
。

　　

萩
高
の
生
徒
は
皆
、学
習
意
欲
が
高
く
、

自
分
も
頑
張
っ
て
勉
強
し
よ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、皆

陽
気
な
仲
間
で
、行
事
で
は
大
い
に
盛
り

上
が
る
な
ど
、毎
日
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
。私
は
合
唱
部
に
所
属
し
て
お
り
、昨
年

度
は
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
な
ど
貴
重
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
年

度
も
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
ま
す
。勉
強
と
部
活
動
の
両
立
は

大
変
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、と
も
に
励
ま

し
合
え
る
仲
間
と
熱
心
に
応
援
し
て
く
だ

さ
る
先
生
方
が
お
ら
れ
、と
て
も
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

理
数
科
２
年
次　

和わ
き
さ
か

木
坂 

樹
い
つ
き

３
年
担
任　

進し
ん
と
う藤 

志し

の野
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萩
市
東
部
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
、
平
成
25
年
７
月
28
日
の
集
中
豪
雨
災

害
か
ら
間
も
な
く
２
年
が
経
過
し
ま
す
。

萩
市
で
は
、
合
併
後
最
大
の
試
練
と
位
置

づ
け
、合
併
し
た
７
地
域
が
一
体
と
な
り
、

総
力
を
挙
げ
て
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
小
川
交
流
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

①
小
川
地
区
の
地
域
交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
拠
点
施
設

②
小
川
公
民
館
、
小
川
支
所
、
消
防
団
田

万
川
方
面
団
第
二
分
団
消
防
器
庫
、
緊
急

避
難
場
所
の
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設

③
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
蓄
電
池
、
非

常
用
発
電
設
備
等
も
整
備
し
た
安
心
・
安

全
に
配
慮
し
た
施
設

■
事
業
概
要

▽
所
在
地　

萩
市
大
字
中
小
川
５
９
５
番

地
１

▽
総
事
業
費　

約
４
億
６
０
０
万
円

▽
事
業
年
度　

平
成
25
〜
27
年
度

▽
鉄
骨
造
２
階
建
、
延
床
面
積
９
６
３
・

85
㎡
（
う
ち
消
防
器
庫
41
・
８
㎡
）、
敷

　市では被災２年目を前に、萩市東部集中豪雨
災害の教訓や体験を後世に伝えていくための記
録誌「2013. ７.28 萩市東部集中豪雨災害の記
録」を作成しました。
　被災した田万川・むつみ・須佐地域に記録誌
本編約 3400 部、その他の地域全戸にダイジェ
スト版約２万 700 部を市報７月 15 日号と合わ
せて配布します。
■ページ構成（Ａ4版、全56ページ、フルカラー）
• 第１章　災害の概要
• 第２章　被災から復旧・復興に向けた対応
• 第３章　後世への伝承

〔記録誌の販売〕
■価格（税込）　資料編付（ＤＶＤ付）800 円、
　資料編なし 500 円
■販売部数　250 部　
■販売場所　広報課、各総合事務所・支所
■販売期間　平成 28 年１月 29 日まで（部数
　がなくなり次第販売終了）
■問い合わせ
生活再建支援事業部（０８３８７・６・２２１３）

　

小
川
支
所
は
、
被
災
時
か
ら
小
川
小

学
校
で
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

小
川
交
流
セ
ン
タ
ー
に
事
務
所
を
移
転

し
て
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

■
業
務
開
始
日　

７
月
21
日
（
火
）
〜

■
問
い
合
わ
せ

小
川
支
所（
０
８
３
８
７・４・０
２
１
１
）

や
人
々
の
交
流
が
、

み
の
り
あ
る
も
の
に

な
る
よ
う
に
と
の
想

い
が
込
め
ら
れ
、「
み

の
り
」
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
小
川
地

区
の
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
地
域
の

拠
点
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

小川交流センター「みのり」（平成27年７月上旬）

　

萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
か
ら
２
年
の

節
目
と
な
る
７
月
28
日
、
小
川
交
流
セ
ン

タ
ー
「
み
の
り
」
が
竣
工
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
被
災
に
よ
り
復
旧
が
困
難
だ

っ
た
萩
市
小
川
支
所
や
小
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
、
小
川
地
域
内
の
安

全
な
場
所
に
移
転
・
新
築
し
た
も
の
で
す
。

　

愛
称
は
公
募
に
よ
り
、
地
域
の
農
産
物

■
と
き　

７
月
28
日
（
火
）

▽
竣
工
式
・
消
防
器
庫
引
渡
（
午
前
９

時
30
分
〜
）

▽
祝
賀
行
事
（
午
前
10
時
〜
）

▽
も
ち
ま
き
（
午
前
10
時
30
分
〜
）

▽
「
萩
市
民
防
災
の
日
」
行
事
（
午
前

10
時
50
分
〜
）

 •

防
災
功
労
者
表
彰

 •

防
災
講
演
会

▽
施
設
内
覧　

午
前
11
時
50
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
市
小
川
交
流
セ
ン
タ
ー

※
雨
天
の
場
合
、
式
典
は
屋
内
で
行
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課（
２
５
・
３
５
９
０
）

地
面
積
４
３
０
３
㎡

〔
１
階
〕
交
流
促
進
室
１
・
２
、
調
理
実
習

室
、
会
議
室
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
談
話
コ

ー
ナ
ー
、
消
防
器
庫
、
事
務
室
（
支
所
・

公
民
館
）

〔
２
階
〕
小
会
議
室
１
・
２
、
和
室
１
・
２
、

談
話
コ
ー
ナ
ー

〔
駐
車
場
〕
38
台
、
大
型
車
２
台
、
思
い

や
り
駐
車
場
２
台
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［後列左から］木村彰
しょうご

吾、森田雅
ま さ や

也、末武洋
ひ ろ や

哉（以上２年）、
秋田侑

ゆ う の

乗、三輪雄
ゆ う だ い

大、守永巧
たくみ

、藤原巧
たくみ

［前列左から］篠原
優
ゆう

、水
す い づ

津諒
りょうや

哉、村上陽
は る や

也、横山恒
つねゆき

之、金子健
け ん と

人（以上３年）

全国高等学校７人制ラグビーフットボール大会
（7月17日〜20日 長野県）

ラグビーフットボール部

大井ふる里愛好会
昭和 52 年の発足から、地域の歴史
資産の環境保全啓発活動や周辺の環
境整備を行い、地域の景観形成や環
境美化に貢献。

（71 歳　山田）村谷　充
み つ お

生
平成７年から萩交通安全協会理事と
して、交通安全運動期間に広報活動
等に貢献。同協会玉江浦分会長とし
て地域の交通事故防止等にも尽力。

（萩交通安全協会理事）

（代表取締役社長 田村伊
こ れ ま さ

正　椿）
協
きょうわ

和建設工業株式会社

安全運転管理者専任事務所として、
積極的に社員教育を行い交通事故防
止に取り組むとともに、地域の交通
安全活動にも積極的に尽力。

（74 歳　大井）田中 キヌ子
昭和49 年に萩市交通安全指導員（現
交通指導員）に委嘱されて以来41 年
にわたり毎朝通学路に立哨するな
ど、交通事故防止や交通安全意識の
啓発などに尽力。

（交通指導員）

※敬称略。

　

旧
明
倫
小
学
校
は
、
明
治
18
年
に
萩
藩
校
明

倫
館
跡
地
に
開
校
後
、
昭
和
10
年
10
月
に
新
築

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
４
棟
の
木
造
２
階
建
の

校
舎
が
そ
の
ま
ま
の
姿
で
現
存
し
、
こ
れ
ま
で
に

１
万
９
９
０
１
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　

特
に
本
館
棟
は
、平
成
８
年
に
国
の
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、４
棟
の
保
存
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、旧
明
倫
小

学
校
校
舎
の
趣
を
充
分
に
尊
重
し
、萩
観
光
の

玄
関
口
と
し
て
保
存
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
本
館
と
二
号
館
の
保
存
整
備
工

事
に
着
手
す
る
こ
と
か
ら
、
工
事
前
の
本
館
棟

に
つ
い
て
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
11
日
（
火
）
〜
13
日
（
木
）、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分　
（
最
終
入
館
は

午
後
４
時
）

■
と
こ
ろ　

旧
明
倫
小
学
校
本
館
棟（
１
棟
目
）

※
職
員
が
本
館
棟
玄
関
に
い
ま
す
の
で
誘
導
等

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
車
で
お
越
し
の
方
は
、

大
河
ド
ラ
マ
館
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課（
２
５・３
１
０
２
）
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平
成
27
年
8
月
か
ら
行
う
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
申
請
受
付
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
福
祉
医
療
費
受
給
者

証
（
乳
幼
児
用
・
ひ
と
り
親
家
庭
用
）

を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
間
が
７

月
31
日
ま
で
で
す
。
申
請
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
所
得
制
限
の
た
め
受
給
し

て
い
な
い
方
も
、
８
月
１
日
以
降
は

受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

新
規
に
申
請
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

■
手
続
方
法

　

配
布
ま
た
は
送
付
し
た
申
請
書
、

対
象
者
の
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
持

参
し
、
市
民
総
合
窓
口
子
育
て
支
援

コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
、
支
所
・
出
張
所
に
提
出
（
新

規
に
申
請
の
場
合
は
窓
口
で
申
請
書

を
用
意
し
ま
す
）

※
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
萩
市
に

転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
平

成
27
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書
が
必

要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課
児

童
環
境
係
（
２
５
・
３
２
５
９
）

　

６
月
分
以
降
の
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
に
は
、
６
月
中
旬
に
送
付
し
た

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
、
支
給

が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

■
手
続
方
法

① 

現
況
届

② 

健
康
保
険
証
の
写
し
（
国
民
健
康

保
険
の
場
合
は
不
要
）

※
健
康
保
険
組
合
、
全
国
健
康
保
険
協

会
、
船
員
保
険
、
私
立
学
校
教
職
員
共

済
、
全
国
土
木
建
築
国
民
健
康
保
険
組

合
、
日
本
郵
政
共
済
組
合
、
文
部
科
学

省
共
済
組
合
（
大
学
等
支
部
）、
共
済

組
合
（
勤
務
先
が
独
立
行
政
法
人
ま
た

は
地
方
独
立
行
政
法
人
）
が
発
行
す
る

保
険
証
以
外
の
場
合
は
、
現
況
届
の
年

金
加
入
証
明
書
欄
に
勤
務
先
の
証
明
が

別
途
必
要
。

③ 

印
鑑

④ 

養
育
し
て
い
る
子
ど
も
が
市
外
に

い
る
方
は
、
子
ど
も
の
世
帯
全
員
の
住

民
票

⑤ 

平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
萩
市

に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
平

成
27
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係（
２
５
・

３
５
３
６
）、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
、
支
所
・
出
張
所

　

日
本
年
金
機
構
に
お
け
る
個
人
情
報

流
出
に
関
連
し
て
、
不
審
な
電
話
に
関

す
る
相
談
が
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

◦
「
年
金
支
給
額
の
変
更
に
関
す
る

お
知
ら
せ 

〜
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
の
不
審
な
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
た
。

◦
「
年
金
受
取
口
座
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
送
る
よ
う
に
」と
言
わ
れ
た
。

◦
「
あ
な
た
の
年
金
情
報
が
日
本
年
金

機
構
か
ら
漏
れ
た
こ
と
が
、
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
の
調
べ
で
判
明
し
た
。
情
報

を
確
認
し
た
い
。
一
人
暮
し
か
？
家
族

は
近
く
に
住
ん
で
い
る
か
？
」
な
ど
と

い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
、
不
審
に
思
っ
て
相

手
の
名
前
を
尋
ね
る
と
、
電
話
が
切
れ

た
。

・
消
費
者
庁
を
名
乗
る
者
か
ら
電
話

が
複
数
あ
り
、「
年
金
が
漏
れ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
た
。
本
当
に
消
費
者
庁
が
電

話
を
か
け
る
こ
と
が
あ
る
の
か
？

◎
ア
ド
バ
イ
ス

・
「
あ
な
た
の
年
金
情
報
が
流
出
し
て

い
る
」「
流
出
し
た
年
金
情
報
を
削
除

で
き
る
」「
年
金
受
取
口
座
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
送
る
よ
う
に
」
な
ど
と

持
ち
掛
け
て
く
る
電
話
は
詐
欺
で
す
の

で
、相
手
に
せ
ず
、直
ぐ
に
電
話
を
切
っ

て
く
だ
さ
い
。

◦
年
金
に
関
す
る
不
審
な
メ
ー
ル
が
送

ら
れ
て
き
て
も
、
安
易
に
開
か
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
日
本
年
金
機
構
や
消
費
者
庁
、
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
の
職
員
か
ら
消
費
者
へ
電
話
や
メ
ー

ル
で
連
絡
し
た
り
、
個
人
情
報
を
聞
き

出
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
時
は
、
萩

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

ー
ナ
ー
コ
活
生
費
消

・ ・ひとり親家庭用乳幼児用 子ども用
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６
月
30
日
、県
漁
協
須
佐
支
店
の
須
佐
一

本
釣
船
団
が
、平
成
25
年
の
豪
雨
災
害
で
被

災
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
阿
北
苑
」

と
須
佐
保
育
園
に
今
が
旬
の
「
須
佐
男
命
い

か
」計
約
１
０
０
匹
を
贈
り
ま
し
た
。

　

お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、毎
年

山
陽
方
面
の
福
祉
施
設
に
イ
カ
を
贈
っ
て
い

ま
す
が
、今
年
は
復
興
へ
の
応
援
を
込
め
て

阿
北
苑
と
須
佐
保
育
園
に
贈
呈
。活
魚
車
で

生
き
た
ま
ま
運
ば
れ
、ミ
ニ
プ
ー
ル
で
泳
ぐ

イ
カ
を
み
た
入
所
者
や
園
児
た
ち
は
「
お
い

し
そ
う
」と
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

須
佐
漁
港
で
は
、９
月
27
日
ま
で
の
土
・

日
曜
日（
７
月
25
・
26
日
、８
月
15
・
16
日
を

お
い
し
い
「
山
口
あ
ぶ
ト
マ
ト
」
今
年
も
出
荷
開
始

　

む
つ
み
地
域
と
山
口
市
阿
東
地
域
で
生
産

さ
れ
て
い
る
「
山
口
あ
ぶ
ト
マ
ト
」
の
出
発

式
が
７
月
１
日
、
む
つ
み
高
佐
上
の
高
俣
ト

マ
ト
選
果
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏か
し
ゅ
う秋

ト
マ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
高
俣

地
区
と
山
口
市
阿
東
地
区
合
わ
せ
て
90
人

が
、
標
高
３
０
０
〜
５
０
０
ｍ
の
冷
涼
な
気

候
を
生
か
し
て
、
計
13
・
１
ha
で
「
麗れ
い
か夏

」

と
「
桃
太
郎
」
を
栽
培
。
こ
の
地
域
は
寒
暖

の
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
甘
い
こ
と
が
特
徴

で
す
。

　

11
月
末
ま
で
県
内
を
中
心
に
広
島
や
福
岡

方
面
へ
、１
１
０
０
ト
ン
の
出
荷
、３
億
５
０

０
０
万
円
の
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

「山口あぶトマト」の選果作業 生きたイカを手に喜ぶ園児たち
須佐保育園には田万川保育園の園児も参加

復
興
へ
の
思
い
を
込
め 

男み
こ
と命

い
か
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

千
石
台
大
根 

香
港
へ
初
出
荷
！

大根のトラックへの積み込み 〔左から〕野村萩市長、増野香織さん、信靖さん

「
花
燃
ゆ 

大
河
ド
ラ
マ
館
」
15
万
人
を
突
破
！

除
く
）に
男
命
い
か
の
直
売
市
、ま
た
７
月
27

日
に
は
「
男
命
い
か
祭
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　

12
人
の
組
合
員
で
年
間
約
４
０
０
０
ト
ン

を
出
荷
し
て
い
る
県
内
最
大
の
大
根
産
地
、

む
つ
み
地
域
吉
部
で
栽
培
さ
れ
る
「
千
石
台

大
根
」が
、香
港
へ
輸
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、６
月
22
日
に
出
荷
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
産
野
菜
の
本
格
的
輸
出
は
こ
れ
が
初
め

て
。昨
年
、輸
出
業
者
か
ら
、香
港
へ
の
大
根

の
出
荷
の
打
診
が
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
に
あ

り
、今
回
の
出
荷
が
実
現
。７
月
中
旬
ま
で
と

10
、11
月
に
合
計
約
２
万
４
０
０
０
本
を
出

荷
予
定
。当
日
は
、約
１
６
０
０
本
の
大
根
を

洗
浄
し
て
箱
詰
め
し
、ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込

み
ま
し
た
。

　

今
後
、大
根
に
続
き
、ト
マ
ト
や
梨
な
ど
の

輸
出
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
26
日
、文
と
萩
物
語
「
花
燃
ゆ 

大

河
ド
ラ
マ
館
」
の
入
館
者
が
、
開
館
か
ら

１
６
７
日
目
に
15
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

15
万
人
目
の
入
場
者
は
、
東
京
都
目
黒
区

の
増ま
す
だ田
信の
ぶ
や
す
靖
さ
ん
と
妻
の
香
織
さ
ん
。
結
婚

30
年
を
記
念
し
て
萩
に
観
光
に
来
ら
れ
ま
し

た
。「
こ
れ
ま
で
も
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
を

回
っ
て
い
る
が
、良
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
、お
二
人
で
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
夏
休
み
の
土
曜
は
「
文
に
ゃ
ん
」
登
場
！

　

夏
休
み
期
間
の
毎
週
土
曜
日
、「
文
と
萩

物
語
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、「
文
に
ゃ
ん
」
が

登
場
し
ま
す
。
７
月
４
日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
さ
ら
に
魅
力
が
増
し
た
大
河
ド
ラ
マ

館
。
こ
の
夏
は
、
ぜ
ひ
帰
省
し
た
お
子
さ
ん

や
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

７
月
25
日
〜
８
月
29
日
の
間
の
毎

週
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
20
分
頃

ま
で
の
毎
時
20
分
程
度
（
正
午
〜
午
後
０
時

20
分
を
除
く
）。

※
日
時
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ

大
河
ド
ラ
マ
推
進
室
（
２
５
・
３
１
３
９
）
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７
月
４
日
、越
ケ
浜
の
夕
凪
湾
で
、越
ヶ
浜

小
学
校
と
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
櫓
を
漕

い
で
和
船
の
速
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。　

　

和
船
競
漕
は
今
回
で
45
回
目
を
迎
え
る
、

地
区
の
伝
統
の
行
事
で
す
。
６
月
中
旬
か
ら

本
番
ま
で
の
約
１
カ
月
、
地
元
の
漁
業
者
の

方
や
地
域
の
方
か
ら
指
導
を
受
け
、
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
の
３
艘
の
和
船
で
、
小
学
校
は
６

年
男
女
混
合
で
１
レ
ー
ス
、
中
学
生
は
学
年

ご
と
に
男
女
混
合
で
３
レ
ー
ス
を
行
い
、
沿

岸
か
ら
の
下
級
生
や
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
声
援
を
受
け
、
息
を
合
わ
せ
力
い
っ
ぱ

い
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

地
区
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ 

越
ケ
浜
小
・
中
学
校
和
船
競
漕

消
防
団
の
新
入
団
員
が
夏
期
訓
練

　

６
月
21
日
、
消
防
署
で
平
成
27
年
度
消
防

団
員
夏
期
教
育
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
入
団
１
年
未
満
の
新
入
団
員
を
中
心
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
訓
練
で
、
今
年
は
30
人

の
団
員
が
参
加
し
て
消
防
の
基
礎
知
識
や
訓

練
礼
式
（
敬
礼
な
ど
消
防
の
規
律
・
動
作
）、

消
防
ホ
ー
ス
な
ど
の
器
具
取
り
扱
い
、
救
命

講
習
、
土
の
う
作
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
新
入
団
員
は
、
市
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
消
防
団
員
と
し
て
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
現
在
、
団
員
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課
（
２
５
・
２
７
８
０
）

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％

へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得

の
低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
に
配
慮
し

て
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
平

成
26
年
度
に
引
き
続
き
臨
時
福
祉
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

▽
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
度
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課

税
さ
れ
な
い
方

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
対
象
外

で
す
。

•
本
人
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税
さ
れ

て
い
る
場
合

•
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

▽
支
給
額

　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
６
０
０
０
円

▽
申
請
先

　

７
月
下
旬
に
対
象
と
な
る
と
見
込
ま
れ

る
方
に
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

通
知
書
と
と
も
に
、
申
請
書
や
返
信
用
封

筒
等
を
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
の
で
、

①
返
信
用
封
筒
で
郵
送

②
市
役
所
ロ
ビ
ー
臨
時
給
付
金
申
請
受
付

特
設
コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
、
支
所
・
出
張
所
に
申
請

※
基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
以
降

に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
基
準
日
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
た
市
町
村
に
申
請
が
必
要
。

▽
申
請
期
間

　

８
月
３
日
（
月
）
〜
11
月
４
日
（
水
）

※
原
則
、
申
請
期
間
外
の
申
請
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

▽
支
給
日

　

平
成
27
年
10
月
１
日
〜
随
時

※
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
か
福
祉
政
策
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▽
厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
（
０
５
７
０
・
０
３
７
・
１
９
２
）

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

　

臨
時
給
付
金
に
関
し
て
、
次
の
よ
う

な
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金

自
動
預
け
払
い
機
）
の
操
作
を
お
願
い

す
る

◦
給
付
の
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振

り
込
み
を
求
め
る

※
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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認定証 対象者 内　容

上位所得者・一般（70 歳
未満）で保険料完納世帯

窓口での医療費の支払いが
世帯の自己負担限度額まで

住民税非課税世帯（70 歳
以上は低所得Ⅰ・Ⅱ）で
保険料完納世帯

◦窓口での医療費の支払
いが世帯の自己負担限度
額まで
◦食事代が減額

上記以外の住民税非課税
世帯 食事代が減額

住民税非課税世帯
（区分Ⅰ・Ⅱ）

◦窓口での医療費の支払
いが世帯の自己負担限度
額まで
◦食事代・居住費が減額

■合算する場合の限度額（平成26年８月〜平成27年７月の１年間の年額）

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
は
８
月

１
日
〜
31
日
が
更
新
時
期
で
す
。
必
要
な

方
は
忘
れ
ず
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
新
た
に
認
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
方
に

は
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
認
定
証
は
、
申
請
さ
れ
た
月
の
初
日
か

ら
有
効
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
証
、
印
鑑
、
更
新
の
方
は
認
定
証
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
過
去
12
カ
月

以
内
の
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
る
場
合

（
低
所
得
Ⅰ
を
除
く
）
は
領
収
書
な
ど
入

院
日
数
が
確
認
で
き
る
も
の

※
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
現
在
認

定
証
を
お
持
ち
の
方
の
う
ち
、
８
月
以
降

も
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
全
員
自

動
更
新
と
な
り
、
７
月
下
旬
に
認
定
証
を

を
送
付
し
ま
す
。
平
成
26
年
度
か
ら
は
、

負
担
区
分
が「
区
分
Ⅰ
」の
方
に
加
え
、「
区

分
Ⅱ
」
の
方
も
自
動
更
新
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
期
入
院
の
場
合
も
自
動
更
新

と
な
り
ま
す
が
、
５
月
以
降
の
入
院
日
数

を
含
め
て
90
日
を
超
え
る
場
合
は
申
請
が

必
要
で
す
。

　

市
民
総
合
窓
口
、
各
総
合
事
務
所
市
民

窓
口
部
門
、
支
所
・
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
年
金
係

【
国
民
健
康
保
険
】（
２
５
・
３
１
４
７
）

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】

（
２
５
・
３
２
３
９
）

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
世
帯
で

介
護
保
険
の
受
給
者
が
い
る
場

合
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
そ
れ
ぞ

れ
の
自
己
負
担
限
度
額
を
適
用
後
に
両

方
の
年
間
の
自
己
負
担
を
合
算
し
て
、

下
表
に
該
当
す
れ
ば
超
え
た
部
分
を
支

給
し
ま
す
。

　

支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の
方

に
は
、
12
月
頃
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
が
届
い
た
場
合
は
市
民
総
合

窓
口
、各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
、

支
所
・
出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
保
険
年
金
係

【
国
民
健
康
保
険
】（
２
５
・
３
１
４
７
）

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】

（
２
５
・
３
２
３
９
）

現
在
交
付
し
て
い
る
「
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
」「
国
民
健
康

保
険
退
職
被
保
険
者
証
」
は
有
効
期
限

が
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
７
月
31
日
ま
で
に
簡

易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
１

日
か
ら
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ

さ
い
（
70
歳
、
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
、

ま
た
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
方

は
、
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
が
７

月
31
日
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
）。
古
い
保
険
証
は
８
月
１
日
以

降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。
返
却
は
不
要
で
す
。

※
保
険
料
を
滞
納
さ
れ
る
と
、
滞
納
期

間
に
よ
っ
て
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や

「
資
格
証
明
書
」を
交
付
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
支
払
い
が
困
難
な
方

は
納
付
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

【
保
険
証
に
関
す
る
こ
と
】

市
民
課
保
険
年
金
係（
２
５・３
１
４
７
）

【
納
付
相
談
に
関
す
る
こ
と
】

収
納
課
（
２
５
・
３
２
０
９
）

高
額
医
療
・
高
額
介

護
合
算
療
養
費
制
度

国
民
健
康
保
険

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す

【70歳未満】所得区分 国保＋介護保険
（70歳未満がいる世帯）

上位所得者 901万円超 176万円
600万円超901万円以下 135万円

一般 210万円超600万円以下 67万円
210万円以下 63万円

住民税非課税世帯 34万円

【70歳以上】所得区分 国保＋介護保険
（70〜74歳がいる世帯）

後期高齢者医療制
度＋介護保険

現役並み所得者 67万円
一般 56万円
低所得Ⅱ 31万円
低所得Ⅰ 19万円

　

医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
際
に
、
市
が

発
行
す
る「
認
定
証
」を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
す
る
こ
と
で
、窓
口
で
の
医
療
費
の

負
担
が
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食
事
代（
食
事
負

担
金
）が
減
額
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
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※ 1　区分Ⅱ：住民税非課税世帯
※ 2　区分Ⅰ：住民税非課税世帯で、世帯員の所得が一定基準に満たない方（収入が年金のみの場合は、年金収入
　　　80 万円以下の方）
※ 3　入院日数は、認定を受けた月からの計算になります
※ 4　入院医療の必要性が高い方（人工呼吸器・中心静脈栄養などを要する方、脊椎損傷〈四肢麻痺が見られる状
　　　態の方〉、難病の方など）、回復期リハビリテーション病棟に入院している方などは、負担が療養病床以外の
　　　病棟に入院している場合の食事代と同額になります（居住費はかかりません）
※ 5　入院時生活療養（Ⅰ）を算定する医療機関に入院の場合は 460 円、入院時生活療養（Ⅱ）を算定する医療機関
　　　に入院の場合は 420 円となります

　医療機関を受診される際、70 歳未満の方は「限
度額適用認定証」を医療機関に提示すると、窓口で
の医療費の負担が自己負担限度額までとなります。
　また、住民税非課税世帯の方は「標準負担額減額
認定証」を医療機関に提示すると、併せて入院時の
食事代（食事負担金）が減額されます。

　住民税非課税世帯の方が医療機関を受診される際、
「限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関に
提示すると、窓口での医療費の負担も自己負担限度額
までとなり、入院時の食事代や居住費が減額されます。問い合わせ 市民課保険年金係（２５・３２３９）

※ 1 低所得Ⅱ：住民税非課税世帯
※ 2 低所得Ⅰ：住民税非課税世帯で、世帯員の所得が
　　 一定基準に満たない方
※ 3 入院日数は、認定を受けた月からの計算になります

※「所得」は、基礎控除後の「総所得金額等」にあたります。
※上位所得者＝総所得金額から基礎控除等を控除した所得が
600 万円を超える世帯。

※現役並み所得者＝同一世帯に課税所得が145万円以上で70
歳以上の国保被保険者がいる方（年収が1人の場合383万円未
満、2人以上の場合は520万円未満で申請があった場合を除く）。

問い合わせ 市民課保険年金係（２５・３１４７）

区分
自己負担限度額（月） 食事代

（1食）
療養病床入院の場合（※4）

外来の場合 入院の場合 食事代（1食） 居住費（1日）
認定証を提示しない場合 12,000円 44,400円 260円 460円（※5） 320円

認定証が
ある場合

区分Ⅱ
（※１）

入院日数90日以下（※3）

8,000円

24,600円
210円 210円 320円

入院日数91日以上（※3） 160円 210円 320円

区分Ⅰ
（※２）

老齢福祉年金受給者以外
15,000円

100円 130円 320円

老齢福祉年金受給者 100円 100円 0円

区分
過去12カ月の入院日数（※3）

90日以下 91日以上
住民税課税世帯 260 円

70歳未満 住民税
非課税世帯 210 円 160 円

70歳以上
低所得Ⅱ（※1） 210 円 160 円

低所得Ⅰ（※2） 100 円

所得区分 3回目まで 4回目以降

上位
所得者

所得901万円超 252,600円＋（医療費ー
842,000円）×1％ 140,100円

所得600万円超
901万円以下

167,400円＋（医療費ー
558,000円）×1％ 93,000円

一般
所得210万円超
600万円以下

80,100円＋（医療費ー
267,000円）×1％ 44,400円

所得210万円以下 57,600円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

区分 外来の場合
（個人ごとに計算）

世帯単位で入院と
外来があった場合（合算）

現役並み
所得者

※
44,400円

80,100円＋
（医療費ー267,000円）×1％

4回目以降44,400円
一般 12,000円 44,400円

低所得Ⅱ
8,000円

24,600円
低所得Ⅰ 15,000円
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額
認
定
証
（
薄
紫
色
）　

②
認
定
申
請
書
・

同
意
書　

③
印
鑑　

④
預
貯
金
の
確
認
で

き
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

■
申
請
期
限　

８
月
31
日
（
月
）

※
９
月
以
降
の
申
請
は
、
申
請
月
の
初
日

か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

施
設
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
含
む
）
利
用
者
で
世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税
の
方

※
平
成
27
年
８
月
か
ら
は
、①
配
偶
者（
別

居
を
含
む
）
が
市
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い

る
場
合
②
預
貯
金
等
の
金
額
が
基
準
額
を

超
え
る
場
合
（
配
偶
者
が
い
る
方
：
合
計

２
０
０
０
万
円
、
配
偶
者
が
い
な
い
方
：

１
０
０
０
万
円
）
は
、
負
担
軽
減
の
対
象

外
。

※
詳
し
く
は
、
６
月
15
日
号
の
市
報
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
対
象
施
設
・
サ
ー
ビ
ス

◦
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護

療
養
型
医
療
施
設
入
所
に
お
け
る
居
住
費

と
食
費

◦
短
期
入
所
生
活
介
護
・
短
期
入
所
療
養

介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
に
お
け
る
滞

在
費
と
食
費

　

現
在
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
で
介
護
保
険
適
用

の
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

含
む
）
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、
負
担

限
度
額
認
定
（
食
費
、
居
住
費
の
減
額
）

を
受
け
て
い
る
方
は
、
有
効
期
間
が
７
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
中
旬
に
認
定
申
請
書
類
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
更
新
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
新
規
の
申
請
に
つ
い
て
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
必
要
書
類
等　

①
介
護
保
険
負
担
限
度

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に

お
支
払
い
い
た
だ
く
利
用
者
負
担
に
は
、

月
々
の
負
担
の
限
度
額
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
１
カ
月
に
支
払
っ
た
利
用
者
の
負

担
の
合
計
が
、
負
担
の
上
限
を
超
え
た
と

き
に
は
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す

（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
）。

　

平
成
27
年
８
月
か
ら
現
役
並
み
所
得
者

に
相
当
す
る
方
が
い
る
世
帯
の
方
は
負
担

の
上
限
（
月
額
）
が
４
万
４
４
０
０
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
同
一

世
帯
内
の
全
て
の
65
歳
以
上
の
方
の
年

収
の
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満
（
単
身

３
８
３
万
円
未
満
）
の
場
合
は
、「
介
護

保
険
基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
」
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
月
額
上
限
が

３
万
７
２
０
０
円
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
へ
は
、

７
月
初
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
７
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
必
要
書
類　

①
介
護
保
険
基
準
収
入
額

適
用
申
請
書　

②
印
鑑　

③
収
入
額
が
確

認
で
き
る
書
類
（
申
請
書
の
注
意
事
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
支
援
課
（
２
５
・
３
３
６
８
）

各
総
合
事

務
所
市
民

窓
口
部
門
、
支
所
・

出
張
所

　

地
方
教
育
行
政
に
お
け
る
責
任
体
制

の
明
確
化
、
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の

構
築
、
地
方
に
対
す
る
国
の
関
与
の
見

直
し
な
ど
、
地
方
教
育
行
政
制
度
の
改

革
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、「
地
方
教

育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
、
平

成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
で
は
、
地
方
公
共
団
体

の
長
と
教
育
委
員
会
と
の
連
携
の
強
化

を
目
的
に
「
総
合
教
育
会
議
」
を
設
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
も
、
市
長
と
教
育
長
、
教
育
委

員
で
構
成
す
る「
萩
市
総
合
教
育
会
議
」

を
設
置
し
、
第
１
回
会
議
を
６
月
26
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
萩
市
学
校
教
育

振
興
基
本
計
画
（
大
綱
）
の
案
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
引
き
続
き
会
議
を
通

じ
て
市
長
と
教
育
委
員
会
が
十
分
な
意

思
疎
通
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
の
教
育

の
課
題
や
あ
る
べ
き
姿
を
共
有
し
て
、

よ
り
一
層
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映

し
た
教
育
行
政
の
推
進
を
目
指
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
総
務
課（

２
５
・
３
１
４
１
）
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心
臓
は
体
中
に
血
液
を
送
り
出
し
、
血

液
を
循
環
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
事
が

う
ま
く
で
き
な
く
な
っ
た
状
態
を
心
不
全

と
い
い
ま
す
。
心
不
全
の
治
療
の
大
き
な

柱
の
一
つ
で
あ
る
生
活
習
慣
の
改
善
で
、

心
不
全
の
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、
心
臓

を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
！

◎
心
不
全
と
は

　

心
臓
は
１
日
に
約
10
万
回
脈
を
打
ち
、

体
中
の
臓
器
に
血
液
を
送
り
出
し
、
血
液

を
循
環
さ
せ
る
の
が
仕
事
で
す
。
心
臓
も

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
か
か
る
こ
と
が
あ

り
、
結
果
と
し
て
心
臓
の
機
能
が
落
ち
、

そ
の
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
状
態
を
心

不
全
と
い
い
ま
す
。
心
不
全
に
な
る
と
あ

ち
こ
ち
の
臓
器
に
新
鮮
な
血
液
が
行
き
わ

た
ら
な
い
た
め
に
そ
れ
ら
の
臓
器
が
悲
鳴

を
上
げ
ま
す
し
、
う
っ
滞
し
た
血
液
か
ら

し
み
出
し
た
水
分
に
よ
り
肺
や
手
足
が
む

く
ん
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
心
不
全
治

療
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
生
活
習
慣
の
改
善

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
心
不
全
の
方

も
、
そ
う
で
な
い
方
も
、
心
臓
を
い
た
わ

る
５
つ
の
心
が
け
を
守
っ
て
、
心
臓
が
元

気
に
長
持
ち
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
食
事
の
注
意

　

塩
分
が
体
に
貯
ま
る
と
水
分
も
一
緒
に

貯
ま
り
、
心
不
全
を
悪
く
す
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
。
塩
分
は
1
日
約
６
ｇ
以
下

の
減
塩
食
が
望
ま
し
い
で
す
。
重
症
の
方

で
は
よ
り
厳
格
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
な
り

ま
す
。
た
だ
、
高
齢
者
で
は
過
度
の
塩
分

制
限
が
食
欲
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
肥
満

の
方
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
方
、
糖

尿
病
の
方
で
は
、
脂
っ
こ
い
も
の
や
高
カ

ロ
リ
ー
の
も
の
を
避
け
て
野
菜
を
多
く
と

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

②
適
度
な
運
動

　

安
定
し
た
慢
性
心
不
全
患
者
で
は
，
適

度
な
運
動
に
よ
り
日
常
生
活
中
の
症
状
を

改
善
し
、
生
命
予よ

ご後
に
も
良
い
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
ニ
コ
ニ
コ

笑
っ
て
で
き
る
程
度
の
１
回
５
分
程
度
の

散
歩
を
１
日
２
回
程
度
か
ら
始
め
、
徐
々

に
増
や
し
て
１
回
20
〜
30
分
程
度
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
た
だ
し
、

心
不
全
が
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
方
で
は

運
動
は
却
っ
て
心
不
全
を
悪
く
す
る
の
で

主
治
医
の
先
生
と
も
よ
く
相
談
さ
れ
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

③
禁
煙

　

喫
煙
は
あ
ら
ゆ
る
心
臓
病
の
危
険
を
高

め
ま
す
。
心
不
全
患
者
さ
ん
は
禁
煙
す
る

こ
と
で
死
亡
率
や
再
入
院
率
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ツ

禁
煙
！

④
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

　

心
不
全
の
急
性
増
悪
（
急
に
病
気
が
重

く
な
る
こ
と
）
の
サ
イ
ン
と
し
て
、
胸
部

の
重
苦
し
さ
や
息
切
れ
、
顔
面
や
手
足
の

118

萩
市
民
病
院　

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
０
０

萩市民病院

医師：内田 耕
こうすけ

資
専門：循環器内科

む
く
み
の
ほ
か
、
急
な
体
重
増
加
（
日
の

単
位
で
１
㎏
、２
㎏
と
増
え
て
い
き
ま
す
）

に
は
要
注
意
で
す
。
早
め
に
主
治
医
の
先

生
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
ス
ト
レ
ス
を
貯
め
な
い

　

抑
う
つ
や
不
安
等
の
精
神
症
状
は
心
不

全
患
者
の
予
後
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。ス
ト
レ
ス
を
貯
め
ず
に
、

外
面
も
内
面
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
過
ご
せ

る
と
い
い
で
す
ね
。
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各地域から多くの方の応募をお待ちしています。

社会人経験者（事務・土木） 初級事務 初級土木 保育士 管理栄養士

※受験資格については、上記のほか、いずれの職種も萩市内に居住できる方に限ります。

募集職種 募集人員 受験資格 第１次試験内容 採用予定日

社会人
経験者

（事務・土木）
3 人程度

昭和 55 年４月２日以降に生まれた方
（35 歳以下）で、高等学校以上を卒業し
た方で、民間企業等における職務経験が
５年以上
※大卒者も受験可。
※「民間企業等における職務経験」とは、
会社員、自営業、アルバイト、パートタイ
マー、公務員等の経験が該当。
※「５年以上」とは、週 30 時間以上、
または、月 16 日以上の勤務が通算で５
年以上。

一般教養試験（事務のみ）
専門試験（土木のみ）
作文試験
職場適応性検査
事務適性検査
※一般教養試験と専門試
験は高校卒業程度の出題
内容。

平成 27 年
12 月 1 日以降

初級事務 若干名 平成２年４月２日以降に生まれた方
（25 歳以下）で、高等学校以上（４年
制大学を除く）を卒業した方または平
成 28 年 3 月に卒業見込みの方

一般教養試験
専門試験（土木のみ）
作文試験
職場適応性検査
事務適性検査

平成 28 年
４月１日

初級土木 若干名

保育士 若干名

昭和 60 年４月２日以降に生まれた方
（30 歳以下）で、保育士資格を有する
方または平成 28 年３月までに保育士
資格を取得する見込みの方

一般教養試験
専門試験
作文試験
職場適応性検査

管理栄養士 １人

昭和 60 年４月２日以降に生まれた方
（30 歳以下）で、管理栄養士資格を有
する方または平成 28 年３月までに管
理栄養士資格を取得する見込みの方

総務課人事係（２５・１２３９）問い合わせ

■申込方法　次の提出書類を〒 758-8555 萩市総務課人
事係へ郵送または直接持参してください。
※募集要項、受験申込書、受験票は、総務課人事係に郵
送で請求されるか、萩市ホームページからダウンロード
できます。
■提出書類　①受験申込書（写真を貼付）、②受験票（切
手を貼付）、③最終学校卒業（見込）証明書、④最終学
校成績証明書、⑤保育士、管理栄養士にあっては当該資
格証の写し（取得者のみ）
※郵送の場合は、封書に「職員採用試験提出書類在中」
と朱書して郵便書留でお送りください（当日消印有効）。
締切日直前の場合は、速達でお送りください。
※持参の場合は、募集期間中の土・日曜日、祝日を除く
午前８時 30 分〜午後５時 15 分にご持参ください。

■募集人員　１人
■応募資格　障害者手帳所持者で、市税等の滞納がない方
■勤務地　　市役所本庁
■業務内容　パソコン入力、書類作成、資料整理等
■勤務時間　午前８時30分〜午後５時15分（短時間可）
■給与　　　日額5,700円（短時間の場合、時給740円）
■雇用期間　８月１日〜平成28年３月31日（更新可）
■選考方法　書類選考、面接
■応募方法　市販の履歴書（写真貼付）に手帳の写しと
　同意書（総務課備付、萩市ホームページからダウン
　ロード可）を添付し、総務課人事係へ郵送または持参
　※応募があり次第、順次面接を実施。採用決定時点
　で募集を終了。特に勤務に配慮が必要な場合・短時間
　勤務希望の場合、その旨履歴書に記載してください。
■申し込み　〒 758-8555 萩市総務課人事係（２５・
　１２３９）

市役所嘱託職員（事務嘱託員）
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　エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

水
難
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

夏
に
な
る
と
、
プ
ー
ル
や
川
・

海
な
ど
へ
出
か
け
る
機
会
が
多
く

な
り
、
例
年
、
全
国
で
水
に
よ
る

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

【
水
に
よ
る
事
故
の
原
因
】

◦
幼
児
＝
泳
力
が
未
熟
な
う
え
に

水
に
対
し
て
、
恐
怖
心
が
少
な
い

◦
子
ど
も
＝
水
遊
び
に
夢
中
に
な

り
周
囲
へ
の
注
意
力
を
欠
く

◦
大
人
＝
「
自
分
は
泳
げ
る
」
と

い
う
過
信
や
安
全
無
視
、
飲
酒
し

て
の
水
泳

【
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
】

◦
遊
泳
中
の
子
ど
も
か
ら
目
を
離

さ
ず
複
数
で
行
動
さ
せ
る

◦
し
っ
か
り
と
準
備
運
動
を
行

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

カ
ウ
ン
タ
ー
チ
ェ
ア
ー
、
ロ
ー

テ
ー
ブ
ル
、
食
器
棚
、
電
動
あ
ん

ま
機
、
ソ
フ
ァ
３
点
セ
ッ
ト
（
長

イ
ス
１
、
イ
ス
２
）、
小
学
生
用

自
転
車
（
24
イ
ン
チ
）
２
台
、
Ｌ

Ｐ
レ
コ
ー
ド
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
も

ち
つ
き
機
、
電
動
ミ
シ
ン
、
制
服

（
萩
東
中
ジ
ャ
ー
ジ
下
）

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

和
服
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
米
保

冷
子
、
籾
す
り
機
、
リ
ヤ
カ
ー
、

原
付
ス
ク
ー
タ
ー

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場

合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場
合

も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
夏
休
み
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

・
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

・
廃
油
石
鹸
作
り

■
と
き　

８
月
２
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
内
容　

廃
食
油
を
使
っ
て
キ
ャ

ン
ド
ル
と
石
鹸
を
作
ろ
う

■
定
員　

各
10
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円
及
び
実
費

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日

い
、
体
調
の
悪
い
時
は
泳
が
な
い

◦
水
泳
中
は
適
度
に
休
憩
を
と

り
、
決
し
て
無
理
を
し
な
い

◦
ロ
ー
プ
付
浮
環
等
の
救
命
具
を

用
意
す
る

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

（
２
５
・
２
７
８
４
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切

手
「
萩
の
産
業
遺
産
群
」

発
売
中

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

「
萩
の
産
業
遺
産
群
」を
、７
月
１

日
に
発
売
し
ま
し
た
。

■
発
売
部
数　

３
０
０
０
部
（
予

定
）

■
シ
ー
ト
構
成　

１
シ
ー
ト
82
円

×
10
枚

■
販
売
価
格　

１
２
３
０
円

■
販
売
場
所　

市
内
の
郵
便
局
、

萩
市
観
光
協
会
で
の
通
信
販
売

（
送
料
込
み
で
１
５
９
０
円
、
詳

細
は
２
５
・
１
７
５
０
へ
）

問
い
合
わ
せ

日
本
郵
便
中
国
支
社　

　
（
０
８
２
・
２
２
４
・
５
９
９
１
）

夏
休
み
は
子
ど
も
の

ま
ぁ
ー
る
バ
ス
運
賃
50
円

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
の

た
め
、
夏
休
み
期
間
中
、
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
を
対
象
に
ま
ぁ
ー

る
バ
ス
の
運
賃
を
１
乗
車
50
円
と

し
ま
す
（
６
歳
未
満
は
同
伴
者
１

人
に
つ
き
３
人
ま
で
無
料
）。

　

な
お
、
期
間
中
は
防
長
交
通
バ

ス
（
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
を
除
く
）

で
も
小
学
生
以
下
を
対
象
に
１
乗

車
50
円
の「
こ
ど
も
50
え
ん
バ
ス
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
実
施
期
間　

７
月
18
日
（
土
）

〜
８
月
31
日
（
月
）

■
支
払
方
法　

現
金
の
み
対
象

問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）

防
長
交
通
萩
営
業
所

（
２
２
・
３
８
１
１
）

バ
ス
車
内
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

◦
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転

倒
等
の
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
降
り
の
際

は
、
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開
い

て
か
ら
席
を
お
立
ち
く
だ
さ
い
。

◦
や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

立
ち
に
な
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
く

場
合
は
、
つ
り
革
や
握
り
棒
に
し

っ
か
り
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い
。

▼
山
口
県
バ
ス
協
会

（
０
８
３
・
９
２
２
・
５
０
３
１
）
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■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
） 

■
内
容　

も
の
づ
く
り
、
生
活
体

験
、
お
昼
ご
飯
作
り
、
水
あ
そ
び

な
ど

■
対
象
者　

３
日
間
連
続
参
加
で

き
る
小
学
生

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
日
１
２
０
０
円

（
材
料
費
な
ど
）

主
催
・
申
し
込
み

８
月
20
日
ま
で
に
萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
（
２
１
・
７
５
０
１
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
）
へ

社
会
福
祉
法
人
萩
市
社
会

福
祉
事
業
団
の
介
護
職
員

■
募
集
職
種　

介
護
職
員
（
高
齢

者
の
介
護
業
務
）

■
募
集
人
数　

５
人

■
雇
用
形
態　

臨
時
職
員

■
勤
務
場
所　

田
万
川
小
規
模
デ

イ
ホ
ー
ム
う
た
た
ね
、
萩
市
須
佐

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
ま
び

こ■
申
込
期
限　

随
時
受
付

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
萩
市
社
会
福
祉
事

業
団
事
務
局
（
２
４
・
４
１
１
１
）

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
室

の
開
催

■
と
き　

８
月
６
日
（
木
）、
９

月
３
日
（
木
）、10
月
８
日
（
木
）、

11
月
５
日
（
木
）、12
月
３
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー■
内
容　

正
し
い
知
識
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
学
ぶ

■
講
師　

臨
床
心
理
士
や
ひ
き
こ

も
り
経
験
者
の
方

■
対
象
者　

社
会
的
ひ
き
こ
も
り

の
方
で
お
悩
み
の
ご
家
族

■
参
加
費　

無
料

申
し
込
み

８
月
５
日
（
水
）
ま
で
に
、
萩
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
５
・
２
６
６

７
）
へ

リ
ン
パ
ケ
ア
教
室
受
講
生

■
と
き　

昼
の
部
：
８
月
11
日

（
火
）、
18
日
（
火
）、
25
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
（
１
時
間
）、
夜
の

部
：
８
月
11
日
（
火
）、17
日
（
月
）、

25
日（
火
）午
後
７
時
〜（
１
時
間
）

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

塩
田
良よ
し
こ子
（
リ
ン
パ
ケ

ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

病
原
体
を
持
っ
た
マ
ダ
ニ
類
や

ツ
ツ
ガ
ム
シ
類
に
咬
ま
れ
る
と
感

染
症
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

•
や
ぶ
な
ど
に
入
る
場
合
に
は
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に

覆
う
靴
を
着
用
し
肌
を
出
さ
ず
、

活
動
後
は
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
い
な

い
か
確
認
す
る

•
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
場
合
は
、
医

療
機
関（
皮
膚
科
）を
受
診
す
る

問
い
合
わ
せ

萩
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
２
６
６
７
）

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
子

ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」

　

２
学
期
が
ス
ム
ー
ズ
に
迎
え
ら

れ
る
よ
う
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

と
と
も
に
、
体
験
や
物
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
26
日
（
水
）
〜
28

日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

対象要件（すべてに該当すること） 減額内容

長
期
優
良
住
宅

①平成28年3月31日までに新築されたもの
②長期優良住宅の普及の促進に関する法律に規定する認
　定長期優良住宅であること
③住居部分の面積が、家屋の床面積の２分の１以上のもの
④住宅の床面積が 50㎡（１戸建以外の賃貸住宅は 40㎡）以
　上 280㎡以下

新築後５年間（３階建以上の準
耐火構造または耐火構造住宅の
場合は７年間）、建物の固定資産
税額の２分の１を減額

（ただし、１戸当たり 120㎡相当
分までを限度）

省
エ
ネ
改
修

①平成20年１月１日に既に存在していた住宅
②平成28年３月31日までに、現行の省エネ基準に適合し
　た窓（必須）・床・天井・壁の断熱の改修工事（外気等と
　接するものの工事に限る）を完了
③費用が 50 万円を超えるもの

改修工事を行った建物の翌年
度分の固定資産税額の３分の１
を減額

（ただし、１戸当たり 120㎡相当
分までを限度）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

①平成 19 年１月１日に既に存在していた住宅のうち 65 歳以
　上の方等一定の要件を満たす方が居住（賃貸住宅を除く）
②平成28年３月31日までに、廊下の拡幅、浴室・トイレの改良、
　手すりの取り付け等の一定のバリアフリー改修工事を完了
③補助金等を除く改修工事の自己負担額が 50 万円を超え 
　るもの

改修工事を行った建物の翌年
度分の固定資産税額の３分の１
を減額

（ただし、１戸当たり 100㎡相当
分までを限度）

耐
震
改
修

①昭和 57 年１月１日以前に建てられた住宅
②平成27年12月31日までに、耐震基準を満たした改修工
　事を完了
③費用が 50 万円を超えるもの

改修工事を行った建物の翌年
度分の固定資産税の２分の１を
減額

（ただし、１戸当たり 120㎡相当
分までを限度）

　

申
告
に
よ
り
認
定
長
期
優
良
住

宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減

額
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
要
件
と

減
額
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
申
告
期
限　

長
期
優
良
住
宅
の

場
合
は
、
新
築
し
た
年
の
翌
年
の

１
月
31
日
ま
で
。改
修
の
場
合
は
、

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
。

問
い
合
わ
せ

課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
２
５
・
３
４
８
５
）
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■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　
「
吉
田
松
陰
の
生
涯
と

業
績
・
幽
囚
室
」

■
講
師　

藤
本
和か
ず
よ
し

義
（
萩
松し
ょ
う
ほ
う朋

会か
い

会
員
）

■
定
員　

90
人
程
度

■
持
参
品　

松
陰
読
本
（
当
日
会

場
で
も
販
売
、
５
０
０
円
）

②
子
ど
も
が
学
ぶ
松
陰
先
生

■
と
き　

８
月
18
日
（
火
）
午
前

９
時
〜
正
午

※
９
時
ま
で
に
、
市
民
館
ロ
ビ
ー

集
合
。

■
内
容　

久
坂
玄
瑞
誕
生
地
、
高

杉
晋
作
誕
生
地
等
史
跡
見
学
、
解

説■
対
象
者　

小
学
３
〜
６
年
生

（
保
護
者
の
参
加
可
）

■
定
員　

40
人
程
度

■
申
込
方
法　

①
は
８
月
３
日
、

②
は
８
月
７
日
ま
で
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
（
②
は
、
学
校

名
、学
年
、保
護
者
名
）を
記
入
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
郵
送

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
１
１　

萩
市
椿

東
１
１
５
９
︲
３
１　

山
口
県
教

育
会
萩
支
部
（
２
５
・
７
５
４
８
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）
鈴
木

■
定
員　

15
人

■
受
講
料　

昼
の
部
、
夜
の
部
そ

れ
ぞ
れ
３
回
分
１
５
０
０
円

申
し
込
み

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
９
０
）

　
萩
美
術
協
会 

新
萩は

ぎ
が
が
っ
こ
う

画
学
校

　

図
工
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

■
と
き　

８
月
１
日
（
土
）、
２

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

絵
画
（
空
想
画
、
生
活

画
、
静
物
画
、
人
物
画
等
、
学
年

に
応
じ
て
画
題
を
選
定
）

■
講
師　

萩
美
術
協
会
役
員
ほ
か

■
対
象
者　

小
学
生
50
人
程
度

■
持
参
品　

絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン

等■
参
加
料　

５
０
０
円（
保
険
代
、

教
材
費
等
）

主
催
・
申
し
込
み

萩
美
術
協
会
事
務
局（
２
６
・
０
６

０
５
）
藤
崎

松
陰
先
生
を
学
ぼ
う

①
松
陰
に
親
し
む
会

■
と
き　

８
月
11
日
（
火
）
午
前

９
時
15
分
〜
11
時
40
分

館
で
の
竹
と
ん
ぼ
作
り
、
県
立
萩

美
術
館
・
浦
上
記
念
館
で
の
素
焼

の
上
絵
付
け
体
験
、
各
地
域
で
の

神
楽
や
盆
踊
り
の
体
験
や
名
所
探

訪
、
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
各
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
と
も
交
流

を
行
う
な
ど
の
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
ま
ぐ
ち
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

フ
ェ
ス
タ

■
と
き　

７
月
30
日
（
木
）
〜
８

月
６
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

※
８
月
２
日
（
日
）
を
除
く
、
７

月
31
日
（
金
）、
８
月
６
日
（
木
）

は
午
後
３
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ　

山
口
き
ら
ら
博
記
念

公
園

■
各
ゾ
ー
ン
、
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

▽
魅
力
発
信
ゾ
ー
ン　

パ
ビ
リ
オ

ン
の
設
置
、
日
本
・
山
口
県
・
ス

カ
ウ
ト
運
動
の
魅
力
を
発
信

▽
国
際
交
流
ゾ
ー
ン　

ス
カ
ウ
ト

と
の
交
流
の
場
、飲
食
・
物
販
ブ
ー

ス▽
ス
テ
ー
ジ
ゾ
ー
ン　

県
内
団

体
、
山
口
ゆ
か
り
の
著
名
人
、
ス

カ
ウ
ト
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
（
萩
市

か
ら
、
31
日
：
米
原
社
中
・
大
板

山
た
た
ら
太
鼓
同
好
会
、
４
日
：

越
ヶ
浜
郷
土
芸
能
保
存
会
）

▽
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ゾ
ー
ン　

日

本
の
遊
び
・
文
化
を
体
験
（
萩
市

か
ら
、
30
日
：
萩
陶
芸
家
協
会
、

１
日
：
見
島
島
お
こ
し
会
）

▽
ワ
ー
ル
ド
フ
ー
ド
ゾ
ー
ン　

世

界
各
国
の
料
理
店

▽
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
冒
険
ゾ
ー
ン　

テ
ン
ト
サ
イ
ト
を
一
望
で
き
る
展

望
ポ
イ
ン
ト
、
冒
険
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン

▽
や
ま
ぐ
ち
ナ
イ
ト　

県
民
と
ス

カ
ウ
ト
が
参
加
す
る
パ
レ
ー
ド
と

総
踊
り

■
入
場
料　

県
民
は
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

　

４
年
に
１
度
開
か
れ
る
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
の
世
界
最
大
の
祭
典
で

す
。
世
界
１
６
２
の
国
と
地
域
か

ら
、
14
歳
〜
17
歳
の
中
・
高
校
生

を
中
心
に
約
３
万
人
が
山
口
県
に

集
ま
り
、
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら

「
世
界
の
仲
間
」
と
体
験
を
共
に

し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
和
」
を
テ
ー
マ
に

７
月
28
日
（
火
）
か
ら
８
月
８
日

（
土
）
に
、
き
ら
ら
浜
（
山
口
市

阿
知
須
）
で
世
界
中
か
ら
集
ま
っ

た
ス
カ
ウ
ト
た
ち
が
、
山
口
県
内

す
べ
て
の
市
町
を
訪
問
し
、
産
業

施
設
や
史
跡
等
の
見
学
、
体
験
活

動
、
学
校
訪
問
を
通
じ
て
、
地
域

住
民
や
児
童
生
徒
と
交
流
す
る

「
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し

ま
す
。

萩
市
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

萩
市
に
は
、
８
月
１
日
（
土
）、

４
日
（
火
）、
５
日
（
水
）
の
３

日
間
で
、
約
１
４
０
０
人
の
世
界

中
か
ら
の
ス
カ
ウ
ト
が
訪
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
い
ま
す
。

　

萩
博
物
館
や
大
河
ド
ラ
マ
館
、

む
つ
み
昆
虫
王
国
の
見
学
、
市
民
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就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等

の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
、
就
学
義
務
を
猶
予
ま
た

は
、
免
除
さ
れ
た
方
等
に
、
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど

う
か
を
認
定
す
る
も
の
で
、
合
格

者
に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が

与
え
ら
れ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
28
日
（
水
）

■
と
こ
ろ　

山
口
県
庁

■
試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

■
受
付
期
間　

８
月
24
日
〜
９
月

11
日

※
受
験
資
格
、
出
願
書
類
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

山
口
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

（
０
８
３
・
９
３
３
・
４
５
９
５
）

少
林
寺
拳
法
体
験
教
室

■
と
き　

８
月
９
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

体
育
館

■
内
容　

少
林
寺
拳
法
の
紹
介
、

基
本
的
な
技
や
護
身
術
の
練
習

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

小
学
生
以
上

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

８
月
５
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
、
土
原
体
育
館

武
道
練
習
場
（
水
・
金
曜
日
の
午

後
７
時
〜
９
時
）
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
を
提
出

問
い
合
わ
せ

萩
市
少
林
寺
拳
法
協
会（
０
９
０
・

４
６
５
９
・
３
３
４
５
）
権
代

須
佐
夏
ま
つ
り

■
と
き　

７
月
25
日
（
土
）
〜
28

日
（
火
）

○
祇
園
祭
前
夜
祭

■
と
き　

７
月
25
日
（
土
）
午
後

６
時
〜
９
時
30
分

■
と
こ
ろ　

松
崎
八
幡
宮

■
内
容　

祇
園
踊
り
（
子
ど
も
踊

り
）
の
奉
納
、
夜
店

○
祇
園
祭
（
祇
園
車
巡
行
）

■
と
き　

７
月
26
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
４
時

①
萩
・
日
本
海
大
花
火
大
会

■
と
き　

８
月
１
日
（
土
）
午
後

８
時
〜
９
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
、４
日
（
火
）

に
延
期
。

■
と
こ
ろ　

萩
商
港
、
菊
ケ
浜
沖

■
内
容　

日
本
海
を
背
景
に
北
浦

最
大
約
７
０
０
０
発
の
花
火

■
有
料
観
覧
席　

増
野
海
産
横

▽
５
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
花
火
大
会
の
駐
車
場

【
有
料
駐
車
場
】

萩
高
・
萩
西
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
萩

博
物
館
駐
車
場
、
指
月
第
一
駐
車

場
、
菊
ケ
浜
駐
車
場
、
菊
ケ
浜
街

区
公
園
前
駐
車
場
（
旧
測
候
所
）

■
駐
車
料　

１
０
０
０
円
（
整
理

料
）

※
午
後
５
時
〜
10
時

【
無
料
駐
車
場
】

浄
化
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
園
駐
車

場
、
明
倫
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

市
役
所
前
庭
駐
車
場
、
市
役
所
第

３
駐
車
場
、
明
倫
セ
ン
タ
ー
（
大

河
ド
ラ
マ
館
）
駐
車
場

※
午
後
６
時
〜
10
時
。

※
天
候
等
に
よ
り
利
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
会
場
行
き
の
有
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
（
萩
総
合
庁
舎
前
→
市
役
所
前

→
萩
バ
ス
セ
ン
タ
ー
→
花
火
大
会

会
場
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
小

学
生
以
上
片
道
１
０
０
円
）。

②
市
民
総
踊
り

■
と
き　

８
月
２
日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

吉
田
町
・
田
町
商
店

街■
内
容　

ヨ
イ
シ
ョ
コ
シ
ョ
総
お

ど
り
（
午
後
７
時
〜
）、ト
コ
ト
ン

ヤ
レ
節
（
午
後
８
時
50
分
〜
）、よ

さ
こ
い
維
新（
午
後
９
時
20
分
〜
）

③
夏
の
伝
統
行
事

■
と
き　

８
月
３
日
（
月
）
午
後

６
時
〜

■
と
こ
ろ　

吉
田
町
・
田
町
商
店

街
・
住
吉
神
社

■
内
容　

お
船
謡
巡
行
（
浜
崎
を

午
前
11
時
出
発
）、
住
吉
み
こ
し
、

踊
り
車
、
の
ん
た
大
提
灯
パ
レ
ー

ド
問
い
合
わ
せ

萩
商
工
会
議
所（

２
５
・
３
３
３
３
）

■
と
こ
ろ　

松
原
〜
浦
西

■
内
容　

２
台
の
祇
園
車
が
巡
行

○
弁
天
祭
前
夜
祭

■
と
き　

７
月
27
日
（
月
）
午
後

４
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

■
と
こ
ろ　

須
佐
漁
港

■
内
容　

石い
わ
み見

神
楽
演
舞
・
ツ
ー

エ
イ
ト
（
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
）
ラ
イ
ブ
な
ど

○
須
佐
湾
大
花
火
大
会

■
と
き　

７
月
28
日
（
火
）
午
後

８
時
〜
９
時
10
分

■
と
こ
ろ　

須
佐
漁
港

■
内
容　

約
５
０
０
０
発
の
花

火
、
き
た
だ
に
ひ
ろ
し
（
ア
ニ
ソ

ン
歌
手
）、
シ
ェ
ア
ロ
ッ
ク
ホ
ー

ム
ズ
（
ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
）
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

○
ア
ニ
ソ
ン
ラ
イ
ブ

■
と
き　

午
後
９
時
10
分
〜

■
と
こ
ろ　

須
佐
漁
協
横
特
設
ス

テ
ー
ジ

■
主
催　

須
佐
夏
ま
つ
り
実
行
委

員
会問

い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

萩
焼
伝
統
工
芸
士
会
作
家
展

　

萩
焼
の
伝
統
の
継
承
、
後
継
者

の
育
成
や
技
術
・
技
法
の
向
上
な
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ど
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
萩
焼

伝
統
工
芸
士
の
作
家
10
人
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
18
日
（
土
）
〜
９

月
17
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

■
と
こ
ろ　

伊
藤
博
文
別
邸
（
椎

原
）

■
内
容　

展
示
作
品
20
点
（
各
作

家
自
慢
の
１
点
と
身
近
な
日
用
の

器
１
点
を
展
示
）

■
観
覧
料　

無
料
（
施
設
の
入
館

料
１
０
０
円
が
必
要
）

■
主
催　

萩
焼
伝
統
工
芸
士
会

問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）

か
が
や
き
納
涼
祭

　
「
か
が
や
き
拡
が
る
笑
顔
の
輪
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
25
日
（
土
）
午
後

６
時
〜
８
時
（
雨
天
中
止
）

■
と
こ
ろ　

萩
・
福
祉
複
合
施
設

か
が
や
き
前
駐
車
場

■
内
容　

盆
踊
り
、
屋
台
、
各
種

ゲ
ー
ム
、
も
ち
ま
き
大
会
な
ど

■
主
催　

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団

問
い
合
わ
せ

萩
・
福
祉
複
合
施
設
か
が
や
き

（
２
４
・
４
１
１
１
）

ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
え 

道
の
駅

ま
つ
り

　

世
界
遺
産
登
録
を
記
念
し
、
地

元
た
た
ら
太
鼓
の
演
奏
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
２
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス

ふ
く
え
」

■
内
容　

フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

（
フ
ラ
ガ
ー
ル
30
人
）、
た
た
ら
太

鼓
の
演
奏
、
新
鮮
野
菜
市
、
旬
の

果
物
即
売
（
ブ
ド
ウ
、
ス
イ
カ
、

メ
ロ
ン
）、
飲
食
物
販
売
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
え
」

（
５
２
・
０
３
５
６
）

萩
・
菊
ヶ
浜
砂
の
芸
術
祭

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の

ラ
イ
ブ
演
奏
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
ほ

か
、
作
品
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
き　

７
月
26
日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

菊
ヶ
浜
海
水
浴
場

▽
砂
像
制
作　

午
前
８
時
45
分
〜

午
後
１
時

▽
展
示　

午
後
１
時
〜
10
時

▽
大
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会　

午
後

１
時
30
分
〜
２
時
30
分
（
人
数
制

限
あ
り
）

▽
ハ
ワ
イ
ア
ン
＆
フ
ラ
ダ
ン
ス　

午
後
８
時
〜
９
時

▽
砂
像
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

午
後
８

時
〜
10
時

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ

レ
ス
が
東
萩
駅
に
停
車

　

５
月
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
運
転

し
て
い
る
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス

プ
レ
ス
車
両
を
使
用
し
た
旅
行
会

社
専
用
団
体
臨
時
列
車
に
、
新
た

に
「
山
陰
コ
ー
ス
（
大
阪
駅
〜

下
関
駅
）」
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

山
陰
コ
ー
ス
で
は
東
萩
駅
に
３
〜

４
時
間
停
車
す
る
予
定
で
す
。

※
ホ
ー
ム
に
入
る
に
は
入
場
券

（
大
人
１
４
０
円
、
小
学
生
以
下

70
円
）
が
必
要
で
す
。

※
ホ
ー
ム
か
ら
の
見
学
の
み
と
な

り
ま
す
。

■
停
車
日
時　

下
り　

７
月
26

日
、
８
月
２
日
、
23
日
、
30
日
、

９
月
６
日
、
20
日
（
午
前
８
時
40

分
〜
午
後
０
時
03
分
）、
上
り　

７
月
27
日
、
８
月
３
日
、
24
日
、

31
日
、
９
月
７
日
、
21
日
（
午
後

２
時
〜
５
時
46
分
）

■
と
こ
ろ　

東
萩
駅

問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｒ
西
日
本
広
島
支
社
営
業
課

（
０
８
２
・
２
６
４
・
７
４
２
０
、

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船

夏
の
運
航
開
始

　

阿
武
川
ダ
ム
湖
の
湖
面
か
ら
夏

の
緑
豊
か
な
自
然
景
観
を
眺
め
な

が
ら
、
船
頭
に
よ
る
川
上
に
伝
わ

る
阿
武
川
平
家
伝
説
の
ガ
イ
ド
も

楽
し
め
ま
す
。

■
運
航
期
間　

７
月
18
日
（
土
）

〜
８
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３
時
ま

で
）

※
湖
面
の
水
位
や
天
候
に
よ
り
運

休
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
発
着
場
所　

明
神
島
運
動
公
園

（
川
上
）

■
コ
ー
ス
・
乗
船
料

○
佐さ

ざ

れ
々
連
コ
ー
ス
（
約
50
分
）
大

人
１
２
０
０
円
、
小
人
６
０
０

円
（
20
人
以
上
の
団
体
大
人

１
０
０
０
円
、
小
人
５
０
０
円
）

○
重じ
ゅ
う
べ
い
い
わ

塀
岩
コ
ー
ス
（
約
90
分
）

大
人
２
０
０
０
円
、
小
人
６
０
０

円
（
20
人
以
上
の
団
体
大
人

１
５
０
０
円
、
小
人
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船

（
０
９
０
・
４
１
０
４
・
４
９
２
４
）

　

世
界
遺
産
登
録
を
記
念
し
て
、

構
成
資
産
の
一
つ
「
大
板
山
た
た

ら
製
鉄
遺
跡
」
が
あ
る
紫
福
地
区

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
20
日
（
月
・
祝
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
業

協
同
組
合
阿
中
支
所
周
辺

■
内
容

▽
記
念
講
演
①
（
午
前
11
時
〜
）

講
師　

渡
辺
一か
ず
お雄

（
私
立
梅
光
学

院
大
学
教
授
）

▽
記
念
講
演
②
（
午
後
１
時
〜
）

講
師　

小
野
興こ
う
た
ろ
う

太
郎
（
島
根
大
学

名
誉
教
授
）

※
大
板
山
た
た
ら
太
鼓
同
好
会
の

演
奏
や
バ
ザ
ー
等
も
あ
り
ま
す
。

■
主
催　

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺

跡
世
界
遺
産
登
録
記
念
行
事
実
行

委
員
会

問
い
合
わ
せ

紫
福
支
所
（
５
３
・
０
２
１
１
）
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萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

　

萩
博
物
館
で
は
、
毎
年
夏
の
恒

例
、
家
族
で
楽
し
め
る
特
別
展
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
は
世
界
か

ら
、
そ
し
て
萩
の
美
し
い
生
き
も

の
が
大
集
合
。
そ
の
数
５
０
０
種

類
、
標
本
・
剥
製
・
写
真
な
ど
が

１
５
０
０
点
。
今
回
は
そ
の
中
で

も
特
筆
す
べ
き
“
幸
せ
を
呼
ぶ
世

界
一
美
し
い
鳥
”「
ケ
ツ
ァ
ー
ル
」

を
紹
介
し
ま
す
。

特
別
展

ー
世
に
も
美
し
い
生
物
の
秘
密
ー

９
月
６
日（
日
）ま
で

　

ケ
ツ
ァ
ー
ル
は
中
米
の
ジ
ャ

ン
グ
ル
に
生
息
し
、「
神
の
使
い
」

と
崇
拝
さ
れ
る
幻
の
霊
鳥
で
す
。

緑
色
の
羽
毛
を
し
て
い
て
大
変
美

し
く
、
見
た
者
に
は
幸
福
が
訪
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
山
口
県

内
初
公
開
。是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
特
設
展
示
室
「
兄
松
陰
と
妹

文
ー
杉
家
の
家
族
愛
」

　

第
３
期
（
６
月
19
日
〜
10
月
６

日
）
の
展
示
に
入
れ
替
わ
り
ま
し

た
。
時
代
を
追
っ
て
松
陰
の
手
紙

を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

見
ど
こ
ろ
は
、
密
航
前
、
幕
府
の

腰
抜
け
を
支
え
る
と
息
巻
く
松
陰

の
手
紙
。
そ
し
て
密
航
失
敗
後
、

獄
中
か
ら
家
族
へ
送
っ
た
手
紙
で

す
。
ど
ん
な
手
紙
な
の
か
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
祝
！
世
界
遺
産
登
録

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
に
つ
い
て

の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▽
企
画
展
「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
」
と
萩

■
と
き　

９
月
19
日
（
土
）
〜
11

月
29
日
（
日
）

　

８
県
11
市
23
資
産
の
中
で
の
萩

の
５
資
産
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か

に
し
ま
す
。

剥製：国立科学博物館
ケツァール

「美」にとまどう侍
　　　萩 博

はくのすけ

之助

　

昨
年
好
評
だ
っ
た
ト
レ
イ
ン
ツ

ア
ー
。今
年
は
、萩
の「
海
の
魅
力
」

を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
ト
レ
イ
ン

ツ
ア
ー
を
、８
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
全
７
回
開
催
し
ま
す
。

【
８
月
の
開
催
】

▽
ジ
オ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
コ
ー
ス

　

須
佐
湾
の
海
辺
の
ジ
オ
パ
ー
ク

（
畳
た
た
み
い
わ
岩
・
千せ
ん
じ
ょ
う
じ
き

畳
敷
）を
遊
覧
船
や
徒

歩
で
探
訪
。

■
と
き　

８
月
１
日（
土
）、
22
日

（
土
）

▽
い
き
も
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
ス

　

須
佐
の
深
ま
て
か
た
ビ
ー
チ
で

魚
や
貝
を
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。

■
と
き　

８
月
８
日
（
土
）、
８

月
29
日
（
土
）

※
両
コ
ー
ス
と
も
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分
（
雨
天
決
行
、

荒
天
中
止
）

■
集
合
場
所　

午
前
10
時
30
分
ま

で
に
萩
博
物
館

■
行
程　

萩
博
物
館
→
萩
駅
（
特

別
列
車
）
→
須
佐
駅
→
各
コ
ー
ス

目
的
地
→
須
佐
駅
（
特
別
列
車
）

→
東
萩
駅
→
萩
博
物
館

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

各
コ
ー
ス
40
人
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
持
参
品　

野
外
活
動
の
で
き
る

服
装
、
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
着
替

な
ど
。詳
し
く
は
当
選
者
へ
連
絡
。

■
参
加
料　

３
歳
以
上
小
学
生
以

下
２
７
０
０
円
、
大
人
３
８
０
０

円
（
列
車
運
賃
、
昼
食
、
現
地
活

動
費
含
む
）

■
申
込
方
法　

両
コ
ー
ス
と
も
開

催
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
で
①
参
加
希
望
日
、
コ
ー

ス
名
②
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
フ

リ
ガ
ナ
・
年
齢
・
性
別
、
③
連
絡

が
と
れ
る
電
話
番
号
・
住
所
を
記

入
し
、
〒
７
５
８
︲
０
０
２
５
萩

市
土
原
１
６
５
︲
１　

Ｎ
Ｔ
Ａ
ト

ラ
ベ
ル
萩
本
店
ト
レ
イ
ン
ツ
ア

ー
係
（
２
１
・
０
０
２
０
）
ま
で

◉
９
月
以
降
の
募
集

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
コ
ー
ス

■
と
き　

10
月
４
日
（
日
）　

熱
帯
魚
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
ス

■
と
き　

10
月
11
日
（
日
）　

貝
殻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

■
と
き　

12
月
６
日
（
日
） 

■
主
催　

萩
・
海
の
学
び
ト
レ
イ

ン
ツ
ア
ー
実
行
委
員
会

募集

萩
高
校
合
唱
部
定
期
演
奏
会

　

混
声
合
唱
を
中
心
に
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
や
独
唱
な
ど
の
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
26
日（
日
）午
後
２

時
〜
４
時（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

コ
ン
ク
ー
ル
や
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、
愛
唱
歌
な
ど

■
入
場
料　

一
般
７
０
０
円
、
学

生
３
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
高
等
学
校
合
唱
部（
２
２
・
０
０

７
６
）
松
屋

須
佐
男み

こ
と命
い
か
祭
り

　

活
イ
カ
の
直
売
や
イ
カ
料
理
、

イ
カ
レ
ー
ス
な
ど
、
新
鮮
な
男
命

い
か
を
堪
能
で
き
ま
す
。

■
と
き　

７
月
27
日
（
月
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

須
佐
漁
港

■
内
容　

活
イ
カ
直
売
市
、す
る

め
干
し
体
験
、サ
ザ
エ
の
つ
か
み

取
り
、男
命
い
か
レ
ー
ス
、お
楽
し

み
抽
選
、シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
等

※
男
命
い
か
を
味
わ
う
会
（
先
着

40
人
・
参
加
費
１
５
０
０
円
）
へ
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県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
☎
２
４
・
２
４
０
０

Ｋ 

O
Ｇ
Ｅ
Ｉ 

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

　

体
験
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

※
す
べ
て
事
前
申
込
が
必
要
。

①
わ
た
し
の
〝
ち
ょ
る
る
〟
︱
鋳

込
み
成
形
と
上
絵
付
け

■
と
き　

８
月
２
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
３
日
（
月
）
午
後

１
時
〜
３
時

■
講
師　

禹う
が
ん
ほ

寬
壕 

（
韓
国
・
弘ほ
ん
い
く益

大
学
校
美
術
大
学
教
授
）

■
内
容　

鋳
込
み
成
形
と
上
絵
付

け
体
験

■
定
員　

各
日
40
人
（
先
着
順
）

②
わ
た
し
と
〝
ポ
チ
袋
〟

■
と
き　

８
月
２
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
３
日
（
月
）
午
後

１
時
〜
３
時

■
講
師　

山や
ま
ざ
き
ふ
み
よ

㟢
文
代 

（
有
限
会
社

伊
勢
一
商
店
）

※
講
師
は
８
月
２
日
の
み
。

■
内
容　

千
代
紙
を
使
っ
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ポ
チ
袋
を
制
作

■
募
集　

各
日
40
人
（
先
着
順
）

③
わ
た
し
も
〝
北
斎
〟
︱
浮
世
絵

版
画
の
摺
り
入
門

■
と
き　

８
月
２
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
、
３
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

■
講
師　

渡わ
た
な
べ邊

章し
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
渡
邊

木
版
美
術
画
舗 

代
表
取
締
役
）、

林
勇ゆ
う
す
け介
（
渡
邊
木
版
美
術
画
舗 

摺
師
）

■
内
容　

版
元
と
摺
師
に
よ
る
技

法
解
説
と
実
演
見
学
後
に
摺
り
体

験■
募
集　

各
日
10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

７
月
24
日（
金
）

ま
で
に
、
参
加
希
望
者
全
員
の
氏

名
、
年
齢（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）、
代
表
者
の
住
所
、
電

話
番
号
、
参
加
希
望
日
を
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
と
き　

８
月
９
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

①
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
に
挑
戦

②
木こ

ま間
「
神か
み
よ代
の
舞
」
！

■
と
き　

子
ど
も
の
舞
：
午
前
10

時
〜
10
時
30
分
、
大
人
の
舞
：
午

後
１
時
〜
１
時
30
分

■
内
容　

神
代
の
舞
、
各
回
終
了

後
に
舞
や
楽
器
の
レ
ク
チ
ャ
ー

■
出
演　

木
間
神
代
の
舞
保
存
会

③
缶
バ
ッ
ジ
を
つ
く
ろ
う
！

④
萩
の
竹
で
笛
を
つ
く
ろ
う
！

■
と
き　

午
前
10
時
〜
正
午

■
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

※
電
話
に
て
事
前
申
込
が
必
要
。

⑤
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
を
つ
く
ろ
う

■
と
き　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

30
分

■
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

⑥
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
動
物
を
つ
く
ろ
う

■
と
き　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分

■
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
⑤
、⑥
は
１
人
１
回
１
点
限
り
。

材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

問
い
合
わ
せ

〒
７
５
８
︲
０
０
７
４　

萩
市
平

安
古
町
５
８
６
︲
１　

山
口
県
立

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

「
図ず

が
わ変

り
」
大
皿
の
世
界

伊
万
里
染
付
の
美

■
と
き　

８
月
16
日（
日
）ま
で

　
「
図
変
り
」
大
皿
の
魅
力
を
約

１
４
０
点
の
作
品
と
と
も
に
た
っ

ぷ
り
と
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料 

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円
、
18

歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日（
７
月
20
日
、

27
日
、
８
月
３
日
は
開
館
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
・
２
４
０
３

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○アベンジャーズ/エイジ オブ ウルトロン

○ビリギャル
○インサイドヘッド

上映中
上映中
7/18〜

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

　

カ
メ
ラ
片
手
に
お
越
し
く
だ
さ

い
（
応
募
用
紙
は
会
場
、
む
つ
み

総
合
事
務
所
で
配
布
、
応
募
期
限

８
月
31
日
）。

■
主
催　

ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

む
つ
み
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部

門（
０
８
３
８
８
・
６
・
０
２
１
１
）

詩
の
朗
読
会
〜
戦
後
70
年

平
和
へ
の
祈
り
〜

■
と
き　

８
月
８
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
内
容　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

さ
い
み
ゆ
き
さ
ん
に
よ
る
詩
の
朗

読
、
ギ
タ
リ
ス
ト
梅
尾
泰た
い
が
ん
巌
さ
ん

に
よ
る
演
奏

■
定
員　

70
人

■
参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
み
ん
な
の
図
書
館

（
２
５
・
６
３
５
５
）

■
萩
図
書
館
に
も
世
界
遺
産
登
録

記
念
コ
ー
ナ
ー

　

萩
反
射
炉
や
松
下
村
塾
を
は
じ

め
と
し
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
」
の
図
書
を
集
め
た
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

の
参
加
者
を
当
日
募
集
。

■
主
催　

須
佐
男
命
い
か
祭
り
実

行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

■
と
き　

７
月
26
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

む
つ
み
物
産
販
売
交

流
施
設
（
高
佐
下
ひ
ま
わ
り
ロ
ー

ド
そ
ば
、む
つ
み
昆
虫
王
国
入
口
）

■
内
容　

ひ
ま
わ
り
ス
ケ
ッ
チ
体

験
、
地
元
新
鮮
野
菜
、
焼
き
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
鮎
の
塩
焼
き
等

▽
ひ
ま
わ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
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毎週㊐ レファレンス専門員による
　　　 「夏の歴史館」 13:30〜 萩図書館

毎週㊎ まなぼう館で
　　　 レッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

21㊋  あんずの会 14:00〜 萩図書館

22㊌
 写真展「明木中学校の思い出」
　　　　　　　　　　　（〜11/1）　9:30〜　明木図書館
 夏休み子ども教室（〜8/28）　　10:00〜 明木図書館

24㊎、31㊎ 夏休み絵画教室 15:00〜　明木図書館
25㊏ 大人のためのおはなし会 10:00〜　　萩図書館
31㊎ おもしろ貯金箱を作ろう 10:00〜　須佐図書館

【休館日】 須佐図書館：20㊊、21㊋、27㊊
   　　　明木図書館：20㊊、21㊋、26㊐、27㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00〜福栄保セ

10:00〜むつみ環境改善セ
●のびのび会
　健康づくり教室

毎週㊌
23㊍

田万川・須佐 地域

9:30〜須佐保セ
9:30〜須佐公民館

9:30〜須佐保セ
10:00〜須佐保セ

10:00〜田万川保健セ
14:00〜須佐保セ

13:30〜田万川体育館

　元気もりもり体操会
　認知症予防講座
　男の活き活きリハ会
●すくすく相談
　健康ちょきん教室
　みんなの健康運動教室
　室内運動教室

16㊍
17㊎
22㊌
23㊍
24㊎

28㊋

萩健康福祉センター ☎25・2667

22㊌
28㊋

　酒害相談（お酒に関する困り事相談）
　心の健康相談（要予約）

13:00〜
13:00〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00〜萩市保セ
13:30〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

13:30〜大井公民館
13:30〜浜崎みんなの家

10:00〜中央公園

11:00〜中央公園
13:30〜雑式町公会堂
9:30〜殿河内公会堂

9:30〜萩市保セ
10:30〜九郎坊公会堂

13:30〜今古萩老人憩いの家
9:30〜手水川公民館

13:30〜江向1区公会堂

10:00〜萩市保セ
10:00〜萩市保セ

毎週㊋
毎週㊍
16㊍

17㊎

21㊋
23㊍
24㊎

27㊊
28㊋
29㊌

30㊍

　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
●10か月児相談
　大井グッドヘルス
　浜崎タマちゃん体操会　
●子育て輪づくり 水遊び
　（川島・土原・橋本・御許町・唐樋町・江向）

　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

　雑式町いきいきクラブ
　JA木間健康教室
●5か月児相談
　山田・九郎坊サロン
　今古萩タマちゃん体操会
　三見手水川健康教室
　江向体操教室
●子育て輪づくり 水遊び（樽屋町・今魚店町・細工町・
　塩屋町・恵美須町・米屋町・津守町・吉田町・熊谷町・
　五間町・田町・古萩町・今古萩町・北古萩町・城東・浜　
　崎町・東浜崎町）
　男性健康料理教室

18㊏

•山口県体育大会兼県知事杯軟式野球大会（B級）
　（7/19、20、25、26、8/8、15、16）　　8:30〜萩スタジアム
•萩市近郷中学生卓球選手権大会　9:00〜市民体育館
•萩市小学生卓球大会　　　　　9:00〜市民体育館
•ビーチバレー教室　　　13:00〜菊ヶ浜海水浴場

19㊐
•山口県ビーチバレー　in　萩大会

9:00〜菊ヶ浜海水浴場
•田万川地域　親睦球技大会
                                     8:30〜田万川グラウンドほか

20㊊ •萩市民水泳大会　9:00〜太陽フィットネスクラブ萩

25㊏ •北浦少年野球大会（〜7/26、8/1）
　　　　　　　　　　　　　　　8:00〜萩スポーツ広場

26㊐ •萩オープンシングルステニス大会（夏季）
　　　　　　　　　　　　　9:00〜萩市テニスコート

28㊋
•萩阿武中学校秋季体育大会（〜29日）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜市内各会場
•旭地域バドミントン教室（〜30日）
　　　　　　　　　　　　　19:00〜旭健康増進センター

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜

16㊍
子育て応援講座

「あなたの命はたからもの〜助産師か
らのメッセージ〜」 講師 沖野 雅代

10:30〜11:30

23㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
24㊎ だんすダンス！ 18:45〜20:15
29㊌、30㊍、31㊎ 10:00〜12:00夏休み宿題大作戦（要申込）
◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）

28㊋
おもちゃ図書館開館日
親子遊び「ぽっぽの会」（水遊び）
発達相談日

10:00〜15:00
10:30〜11:30
11:00〜15:00

10:30〜旭マルチメディアセ　あさひ健康運動教室21㊋
地域川上・旭

※小児科は、21日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後5時〜翌朝8時
　土曜の当番は、正午〜翌朝8時
　日曜・祝日の当番は、午前8時〜翌朝8時
　歯科は午前9時〜正午、午後1時〜3時
※救急医療は急患のためのものです。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM5：30

19日㊐
20日㊊
26日㊐

［内科］
［内科］
［内外科］

休日急患診療セ
福賀（阿武町）
松井（下田万）　

26・1397
08388・5・0863
08387・2・0345

※阿北地区（萩地域以外）
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情報カレンダー日月火水木金土
３１ ２ ４

６５ ８ ９10 11
14

20 21
12 16 17 1815
19 24 2523
13

27 28293026
22

７

31

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊍
外科 大藤（椿） 21・0002
内科 波多野（堀内） 25・2788

17㊎
○啓心書道展 〜20日 （9:00〜/市民館小ホール）外科 兼田（吉田町） 22・1113

内科 みやうち（椿） 25・2500

18㊏
○菊ヶ浜海水浴場 海開き 〜8/16 （菊ヶ浜海水浴場）外科 かわかみ（椿東） 21･7538
○萩・長門峡観光遊覧船 夏の運航 〜8/16　　　（9:00〜/川上・明神島運動公園）内科 中嶋（今古萩町） 22･2206
●世界遺産登録記念シンポジウム　　　　　　（13:15〜/市民館大ホール）

19㊐
○須佐湾遊覧船 夏の定時運行 〜8/30（7/27〜29を除く毎週土・日曜日、祝日、お盆）内科・歯科（外科）

（10:00〜/須佐漁港）休日急患診療センター（椿）26・1397

20㊊
内科・歯科（外科）
休日急患診療センター（椿）26・1397

21㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 全真会（玉江浦） 22・4106
小児科 いわたに（椿東） 24･2100

22㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

23㊍
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 波多野（堀内） 25・2788

24㊎
外科 田町（東田町） 24・1234
内科 みやうち（椿） 25・2500

25㊏
外科 めづき（土原） 22・2248
内科 萩慈生（玉江） 25・6622

26㊐

●萩・菊ヶ浜 砂の芸術祭 （8:30〜/菊ヶ浜海水浴場）内科・歯科（外科）
○ひまわりロードフェスタ （9:30〜/むつみ・ひまわりロード）休日急患診療センター（椿）26・1397
○萩・ヨットレース2015 （10:00〜/菊ヶ浜沖）
○萩高校合唱部定期演奏会 （14:00〜/市民館大ホール）

27㊊
○須佐男命いか祭り （9:00〜/須佐漁港）外科 花宮（平安古町） 25･8738

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

28㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/福栄コミュニティセンター）外科 都志見（江向） 22・2811
●小川交流センター竣工式・萩市民防災の日行事　（9:30〜/小川交流センター）内科 中嶋（今古萩町） 22･2206
○須佐湾大花火大会 （20:00〜/須佐漁港）

29㊌
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 柳井（橋本町） 22・0748

30㊍
●人権教育指導者養成講座①　　　　　　　　　（14:00〜/市民館小ホール）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 市原（塩屋町） 22･0184

31㊎
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

1㊏
●萩・夏まつり 萩・日本海大花火大会　（20:00〜/菊ヶ浜）※雨天の場合４日に延期

  2㊐
●萩・夏まつり（ヨイショコショ総踊り、トコトンヤレ節ほか）

（19:00〜/吉田町おまつり広場ほか）
○ハピネスふくえ 道の駅まつり （9:00〜/道の駅「ハピネスふくえ」）

8

16 →31日 日

7月



市報HAGI●2015（平成27）年７月15日号 24

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※6月16日〜6月30日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成27年6月末日）
人口／50,951人（前月比ー51）
男／23,425人（前月比ー45）　女／27,526人（前月比ー6）
世帯数／24,053世帯（前月比ー2）　出生／27人　死亡／67人

　山口県の東の玄関口として島根県境に近く来場者
の半数が島根県のお客様です。山と海の幸が豊富な
地域で、中でも年々人気が上昇しているのが桃、梨、り
んご、ぶどうなどの果樹です。江崎港の地元漁師の活
魚も評判です。自慢は道の駅農産加工場製造のオリジ
ナル商品の数々です。萩りんごを丸ごとしぼった果汁
100％の「萩りんごジュース」や「ゆず吉ジュース」
など。釣りたての活きた魚は、地元漁師さんの顔写真
付きで低価格でご奉仕しています。
　道の駅から500ｍ離れたところに広々とした大浴
場の「田万川温泉」があります。キャンプ場とＲＶパー
クも隣接していますのでご家族連れでお出かけくだ
さい。

【プロフィール】
道の駅 ゆとりパークたまがわ

（運営 / 株式会社たまがわ　上
かみむら

村支配人）
平成 9 年オープン、年間来場者数約 20 万人。
駐車場 202 台（普通車192 台、大型10 台）
営業時間：午前８時30 分〜午後７時（12月〜２月は
午後６時まで）休館：4・6・10・1・2月の第３月曜日
住所：萩市大字下田万 2849－1
電話：０８３８７・２・１１５０

◀道の駅農産加工場製
造のオリジナル商品

　７月５日（日）午後10 時37 分（日本時間）、世界
遺産への登録が決まりました。市役所ロビーのユネ
スコ世界遺産委員会のインターネット中継で審議の
様子を見守っていた約200 人から歓声が上がり、大
きな拍手が起こりました。ドイツ入りしていた野村
市長から、電話による喜びと感謝の言葉の後、参加者
全員の万歳三唱で大いに盛り上がりました。

世界遺産に登録決定！
思いが実り、萩市でも登録に沸く
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